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明
代
樂
論
に
見
る
「
朱
子
學
的
樂
律
論
」
の
變
容

―
―
「
往
而
復
返
」
と
「
禮
失
求
諸
野
」
―
―

田

中

有

紀

一

は
じ
め
に
―
―
研
究
の
意
義
と
問
題
意
識

（
１
）
樂
制
と
樂
論

本
稿
で
は
、
明
代
士
大
夫
に
よ
る
音
樂
論
、
特
に
樂
律
理
論
を
取
り
あ
げ
る
。

明
代
で
は
、
祭
祀
や
宴
會
で
用
い
る
樂
曲
名
や
歌
詞
の
變
更
は
幾
度
も
行
わ
れ

た
が
、
樂
律
の
改
制
は
、
そ
の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
る
も
、
本
格
的
な
も
の
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
嘉
靖
年
閒
（
一
五
二
二
―
一
五
六
六
）
に
十
三
種

（
一
）

の
音
樂
理
論
書
が
上
進
さ
れ
、
ま
た
萬
暦
三
十
一
（
一
六
〇
七
）
年
に
は
朱
載

（
二
）

堉
（
一
五
三
六
―
一
六
一
一
）
が
、
十
二
平
均
律
を
説
く
『
樂
律
全
書
』
を
上
進

し
た
が
、
こ
れ
ら
が
實
際
の
樂
制
に
導
入
さ
れ
た
形
跡
は
見
出
せ
な
い
。

（
三
）

『
明
史
』
樂
志
は
、
樂
制
に
一
向
に
反
映
さ
れ
な
い
、
士
大
夫
ら
に
よ
る
樂

論
を
「
空
言
」
と
批
判
し
た
。
た
だ
し
、
こ
う
い
っ
た
現
象
は
、
例
え
ば
元
の

（
四
）

馬
端
臨
が
、
宋
代
士
大
夫
に
よ
る
樂
論
が
樂
制
に
影
響
を
與
え
ら
れ
な
か
っ
た

樣
を
、
「
工
師
の
説
に
勝
て
な
か
っ
た
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
明
代
に
限
っ
た

（
五
）

こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
宋
代
以
降
の
音
樂
を
評
價
す
る
際
、
樂
論
が
樂
制
に
反
映
さ
れ

な
い
點
を
批
判
す
る
よ
り
、
既
存
の
樂
制
が
、
樂
論
に
与
え
た
影
響
を
考
え
た

方
が
有
意
義
で
は
な
い
か
。
明
代
士
大
夫
は
、
當
時
の
太
常
寺
や
敎
坊
に
現
存

し
て
い
た
雅
樂
や
俗
樂
を
、
古
樂
復
興
の
重
要
資
料
と
し
て
、
自
ら
の
理
論
の

根
拠
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
は
、
明
代
士
大
夫
が
、
雅
樂
や
俗
樂
を
思
想

的
・
歴
史
的
に
ど
う
理
解
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
基
礎
的
な
問
題
を
分
析
す

る
。

（
２
）
「
平
均
律
へ
の
發
展
史
」
か
ら
の
脱
却

明
代
音
樂
、
特
に
樂
律
を
扱
う
先
行
研
究
に
共
通
す
る
の
は
、
「
い
か
に
し

て
朱
載
堉
の
平
均
律
が
生
み
出
さ
れ
た
か
」
と
い
う
視
點
で
あ
る
。
例
え
ば
、

堀
池
信
夫
氏
は
、
技
術
的
・
思
想
的
な
側
面
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
明
代
に
つ
い

て
は
、
王
廷
相
（
一
四
七
四
―
一
五
四
四
）
や
何
瑭
（
一
四
七
四
―
一
五
四
三
）
な

ど
の
樂
律
論
を
取
り
上
げ
、
朱
載
堉
に
與
え
た
影
響
を
論
じ
る
。

（
六
）

萬
暦
三
十
九
年
に
沒
し
た
朱
載
堉
は
明
代
音
樂
を
熟
知
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
平

均
律
へ
の
發
展
史
」
を
描
く
こ
と
自
體
が
、
明
代
樂
制
と
樂
論
の
樣
相
を
描
く

こ
と
に
も
な
り
、
非
常
に
有
意
義
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
い
か
に
平
均
律
が
生
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み
出
さ
れ
た
か
」
を
描
く
が
た
め
に
、
夥
し
い
史
料
の
中
か
ら
、
平
均
律
の
發

想
の
契
機
と
な
り
そ
う
な
理
論
ば
か
り
が
、
拔
粹
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し

本
稿
は
、
平
均
律
に
限
ら
ず
、
各
論
者
の
著
作
全
體
を
分
析
し
、
そ
の
主
張
を

明
ら
か
に
す
る
と
い
う
基
礎
的
作
業
を
行
う
。

明
代
士
大
夫
は
蔡
元
定
（
一
一
三
五
―
一
一
九
八
）
と
朱
熹
（
一
一
三
〇
―
一
二

〇
〇
）
の
樂
律
論
を
基
礎
に
し
、
兩
者
を
乘
り
越
え
よ
う
と
し
た
。
本
稿
は
、

明
代
樂
論
を
「
平
均
律
を
生
む
た
め
の
論
爭
」
と
い
う
枠
組
か
ら
解
き
放
ち
、

「
朱
熹
と
蔡
元
定
の
樂
律
論
を
ど
う
理
解
し
た
か
」
と
い
う
視
點
を
取
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
朱
載
堉
の
見
た
明
代
樂
論
の
眞
相
に
接
近
し
、
朱
載
堉
の
樂
論
を

再
考
す
る
契
機
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
第
二
章
で
明
代
樂
制
を
概
觀
す
る
。
第
三
章
に
て
、
蔡
元

定
と
朱
熹
の
樂
律
論
を
確
認
し
た
後
、
第
四
章
で
張
敔
・
李
文
利
・
李
文
察
・

劉
濂
の
音
樂
理
論
書
を
分
析
す
る
。
第
五
章
で
は
、
四
人
の
樂
論
の
持
つ
意
味

を
考
え
る
。

二

明
代
樂
制
の
概
觀

明
代
樂
制
史
上
、
特
に
熱
心
だ
っ
た
の
は
太
祖
と
世
宗
で
あ
る
。
洪
武
年
閒

（
七
）

に
基
本
的
な
樂
制
が
整
え
ら
れ
た
後
、
北
京
遷
都
後
は
ほ
ぼ
太
祖
の
舊
制
に
從

い
、
嘉
靖
の
改
制
ま
で
目
立
つ
改
變
は
な
い
。

士
大
夫
ら
が
議
論
す
る
音
樂
は
、
主
に
國
家
祭
祀
や
朝
會
・
宴
饗
な
ど
の
場

で
用
い
ら
れ
る
音
樂
で
あ
り
、
雅
樂
と
俗
樂
が
あ
る
。
雅
樂
は
主
に
祭
祀
に
用

い
太
常
寺
が
主
管
し
、
俗
樂
は
主
に
朝
會
や
宴
饗
で
用
い
敎
坊
司
が
主
管
す
る
。

た
だ
し
、
朝
會
や
宴
饗
に
は
、
俗
樂
だ
け
で
な
く
雅
樂
も
用
い
る
。
ま
た
、
敎

坊
司
が
雅
樂
の
演
奏
を
行
う
場
合
も
あ
っ
た
。

建
國
に
先
立
ち
、
朱
元
璋
は
典
樂
官
を
置
き
（
一
三
五
六
年
）
、
太
常
司
を
置

い
た
（
一
三
六
四
年
）
。
元
末
に
知
音
の
士
と
し
て
知
ら
れ
た
冷
謙
を
召
し
だ
し
、

協
律
郞
と
す
る
。
ま
た
、
敎
坊
司
を
置
い
た
。
洪
武
元
（
一
三
六
八
）
年
、
南

京
に
即
位
す
る
と
、
ま
ず
、
圓
丘
・
社
稷
・
祫
享
・
皇
地
祇
等
の
祭
祀
で
用
い

る
曲
名
・
樂
舞
數
を
定
め
た
。
南
北
郊
祀
に
つ
い
て
は
『
圓
丘
樂
章
』
『
方
丘

樂
章
』
を
定
め
た
が
、
八
年
に
は
皇
帝
自
ら
作
詞
し
な
お
し
、
十
年
に
は
改
め

て
『
合
祀
天
地
樂
章
』
を
作
成
す
る
。

洪
武
年
閒
は
、
基
本
的
に
宋
元
の
制
を
繼
承
し
、
專
ら
曲
名
や
歌
詞
、
樂
舞

の
人
數
の
改
制
が
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
郊
祀
や
釋
奠
で
用
い
る
音
樂
の
改
制
は
、

禮
制
上
の
新
た
な
變
化
と
連
動
し
て
い
る
。

次
に
、
嘉
靖
年
閒
の
改
制
で
あ
る
。
ま
ず
、
敎
坊
の
樂
が
大
幅
に
見
直
さ
れ

た
。
嘉
靖
三
（
一
五
二
四
）
年
、
李
錫
が
「
耤
田
祭
祀
で
用
い
る
敎
坊
の
承
應

が
輕
々
し
い
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
汪
珊
は
、
敎
坊
司
が
、
目
新
し
い
音
樂
と

巧
み
な
伎
藝
を
進
め
な
い
よ
う
上
言
し
た
。
九
年
、
廖
道
南
が
、
慶
成
・
耤
田

の
樂
章
と
樂
舞
に
、
雅
俗
が
混
淆
し
て
い
る
と
し
、
「
祭
祀
に
は
雅
樂
だ
け
を

用
い
、
朝
會
に
は
俗
樂
も
兼
用
し
て
よ
い
」
と
上
言
す
る
。

さ
ら
に
、
禮
制
改
革
に
伴
い
、
音
樂
の
改
制
も
進
め
ら
れ
た
。
嘉
靖
九
年
二

月
、
天
地
分
祭
を
め
ぐ
り
、
郊
祀
の
改
制
に
關
す
る
議
論
が
始
ま
る
と
、
十
月

に
は
分
祭
に
應
じ
た
儀
注
と
樂
舞
が
作
成
さ
れ
た
。
ま
た
皇
后
の
先
蠶
親
祀
で

は
、
黑
い
冠
服
の
樂
女
が
『
享
先
蠶
樂
章
』
を
演
奏
し
、
舞
は
行
わ
な
い
と
し

た
。洪

武
年
閒
の
樂
曲
名
や
歌
詞
が
改
め
ら
れ
る
と
、
樂
律
の
改
制
に
目
が
行
く
。

嘉
靖
九
年
、
廖
道
南
は
、
『
史
記
』
や
『
漢
書
』
、
『
律
呂
新
書
』
や
朱
熹
の
言

を
參
考
に
、
暦
と
律
を
、
天
と
地
に
對
應
さ
せ
、
樂
律
改
制
の
必
要
性
を
訴

え
た
。
そ
し
て
「
知
音
の
士
」
が
求
め
ら
れ
、
張
鶚
が
召
さ
れ
（
九
月
）
、
蔡

（
八
）
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明代樂論に見る「朱子學的樂律論」の變容

元
定
の
樂
律
論
に
依
る
こ
と
を
求
め
た
。
二
十
四
（
一
五
四
五
）
年
、
太
常
卿

と
な
っ
た
張
鶚
は
、
蔡
元
定
に
依
據
し
て
候
氣
（
後
述
）
を
行
い
、
鐘
律
を
定

め
る
こ
と
を
再
び
求
め
、
禮
部
は
こ
れ
に
應
じ
た
。

嘉
靖
年
閒
の
特
徴
と
し
て
は
、
第
一
に
禮
制
改
革
に
伴
う
改
制
で
あ
っ
た
點
、

第
二
に
知
音
の
士
が
登
場
し
、
蔡
元
定
の
樂
律
論
を
組
み
込
も
う
と
し
た
點
、

第
三
に
敎
坊
の
樂
を
改
善
し
、
雅
樂
と
俗
樂
の
區
別
を
求
め
た
點
が
擧
げ
ら
れ

る
。樂

の
改
制
が
禮
制
改
革
と
連
動
し
、
ま
た
「
朱
子
學
的
禮
制
體
系
の
確
立
」

（
九
）

の
一
環
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
本
稿
が
注
目
し
た
い
の
は
、
蔡
元
定
ら

が
確
立
し
た
「
朱
子
學
的
樂
律
論
」
が
、
當
時
ど
う
理
解
さ
れ
て
い
た
か
で
あ

る
。
ま
た
、
儒
者
に
よ
る
俗
樂
の
規
制
は
、
ど
の
王
朝
に
も
見
ら
れ
る
。
重
要

な
の
は
、
當
時
の
論
者
が
、
音
樂
の
雅
俗
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
で

あ
る
。

三

蔡
元
定
と
朱
熹
の
樂
律
論
が
果
た
し
た
役
割

蔡
元
定
、
字
は
季
通
、
福
建
建
陽
の
人
。
そ
の
事
跡
は
『
宋
史
』
儒
林
傳
に

詳
し
い
。
幼
い
頃
、
二
程
や
、
邵
雍
、
張
載
な
ど
の
著
作
を
學
び
、
二
十
五
歳

で
朱
熹
と
出
會
う
。
朱
熹
は
蔡
元
定
を
老
友
と
し
て
扱
い
、
幅
廣
い
學
識
に
敬

意
を
拂
っ
た
。
著
書
『
律
呂
新
書
』
は
、
傳
統
的
な
樂
律
理
論
で
生
じ
る
問
題

を
明
確
に
認
識
し
、
合
理
的
解
決
策
を
示
し
た
書
と
し
て
評
價
が
高
い
。
本
稿

で
扱
う
範
圍
に
限
り
、
蔡
元
定
の
樂
律
論
が
果
た
し
た
役
割
を
評
價
し
て
お
く
。

第
一
に
、
變
律
の
設
定
で
あ
る
。
中
國
で
は
樂
律
は
傳
統
的
に
三
分
損
益
法

に
よ
り
算
出
し
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
方
法
だ
と
、
十
二
律
は
完
全
に
は
循
環

で
き
な
い
。
黄
鐘
か
ら
始
ま
り
、
「
三
分
損
一
」
（

を
乘
ず
る
）
、
「
三
分
益

3
2

一
」
（

を
乘
ず
る
）
を
繰
り
返
し
て
他
十
一
律
を
計
算
す
る
が
、
最
後
に
算

出
さ
れ
た
仲
呂
は
、
最
初
の
黄
鐘
の
ち
ょ
う
ど
オ
ク
タ
ー
ブ
上
の
律
を
算
出
で

き
ず
、
音
程
の
や
や
高
い
黄
鐘
と
な
る
。
こ
う
い
っ
た
矛
盾
は
「
往
き
て
返
ら

ず
（
往
而
不
返
）
」
と
呼
ば
れ
た
。
三
分
損
益
法
に
依
據
す
る
限
り
、
必
ず
生
じ

る
問
題
で
あ
り
、
正
律
十
二
律
を
宮
聲
と
し
音
階
を
形
成
す
る
際
不
便
で
あ
っ

た
。
蔡
元
定
は
『
律
呂
新
書
』
の
中
で
變
律
（
三
分
損
益
法
に
依
り
、
仲
呂
正
律

以
降
に
算
出
さ
れ
る
樂
律
。
「
變
黄
鐘
」
「
變
林
鐘
」
等
と
呼
び
、
正
律
の
黄
鐘
や
林
鐘

と
區
別
し
た
）
を
加
え
、
十
八
律
を
設
定
す
る
こ
と
で
演
奏
の
便
宜
を
は
か
り
、

全
て
の
調
性
で
演
奏
を
可
能
と
し
た
。
「
往
而
不
返
」
の
矛
盾
に
對
し
、
ひ
と

ま
ず
の
解
決
策
を
提
示
し
た
と
言
え
る
。
變
律
の
存
在
自
體
は
既
に
認
識
さ
れ

て
い
た
が
、
演
奏
に
不
必
要
な
範
圍
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
蔡
元
定
の
優
れ
た

點
は
十
八
律
に
止
め
、
ま
た
七
音
の
う
ち
五
音
だ
け
が
主
音
と
な
れ
る
と
考
え
、

六
十
調
制
を
構
想
し
、
無
理
の
な
い
演
奏
を
實
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
基
準
音
で
あ
る
黄
鐘
を
發
す
る
律
管
に
、
氣
の
思
想
を
付
與
し
た

點
で
あ
る
。
『
漢
書
』
律
暦
志
は
、
「
黄
鐘
か
ら
度
量
衡
が
生
ま
れ
る
」
と
し

な
が
ら
、
「
黍
を
九
十
竝
べ
、
黄
鐘
律
管
の
基
準
と
す
る
」
、
つ
ま
り
一
方
で

「
律
に
よ
っ
て
度
を
生
む
」
と
言
い
、
一
方
で
「
度
に
よ
っ
て
律
を
生
む
」
と

い
う
一
見
矛
盾
す
る
記
述
を
持
つ
。
蔡
元
定
は
、
黍
は
完
成
し
た
黄
鐘
律
管
を

後
で
は
か
る
た
め
の
も
の
と
し
、
律
管
の
基
準
を
黍
で
は
な
く
氣
に
求
め
た
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
基
準
と
な
る
黄
鐘
は
「
聲
氣
の
元
」
で
あ
る
と
し
た
。
具

體
的
に
は
、
竹
を
裁
斷
し
黄
鐘
に
模
し
た
律
管
を
複
數
製
作
し
、
吹
き
比
べ
て
、

聲
が
和
し
氣
が
應
じ
た
も
の
を
黄
鐘
と
し
た
。
こ
こ
で
使
用
し
た
氣
の
觀
測
術

（
一
〇
）

が
候
氣
の
法
で
あ
る
。

（
一
一
）

黄
鐘
の
基
準
を
氣
に
求
め
る
と
い
う
發
想
自
體
は
、
道
學
の
樂
論
に
す
で
に

3
4
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現
れ
て
い
る
。
ま
た
「
聲
氣
の
元
」
と
い
う
語
は
前
漢
に
す
で
に
見
ら
れ
、
氣

と
律
を
結
び
付
け
る
樂
律
觀
は
傳
統
的
で
あ
っ
た
。
故
に
、
蔡
元
定
の
思
想
自

（
一
二
）

體
は
決
し
て
獨
創
的
で
は
な
い
。
し
か
し
例
え
ば
、
堀
池
信
夫
氏
が
、
「
氣
の

思
想
を
律
管
候
氣
と
い
う
方
法
を
用
い
て
技
術
的
に
具
體
化
し
た
こ
と
」
を
評

價
す
る
よ
う
に
、
蔡
元
定
は
思
想
と
技
術
の
結
合
を
は
か
る
こ
と
で
、
古
文
獻

（
一
三
）

の
曖
昧
な
點
を
解
消
し
、
黄
鐘
に
説
得
力
を
付
與
し
た
點
で
優
れ
て
い
た
と
言

え
る
。

蔡
元
定
の
強
力
な
後
ろ
盾
と
な
っ
た
の
が
朱
熹
で
あ
っ
た
。
朱
熹
は
『
儀
禮

經
傳
通
解
』
の
學
禮
六
の
上
・
鐘
律
の
項
を
、
失
わ
れ
た
樂
經
を
補
う
存
在
と

位
置
づ
け
、
樣
々
な
書
か
ら
拔
粹
し
た
樂
律
理
論
と
蔡
元
定
の
解
説
を
收
め
た
。

（
一
四
）

朱
熹
の
生
前
に
完
成
し
た
學
禮
に
は
、
音
樂
に
關
し
て
詩
樂
と
禮
樂
記
の
項
も

置
か
れ
る
が
、
鐘
律
は
筆
頭
に
あ
り
、
朱
熹
が
い
か
に
樂
律
を
重
視
し
、
蔡
元

定
の
法
を
信
賴
し
て
い
た
か
が
窺
え
る
。
『
朱
子
語
類
』
樂
の
項
も
大
部
分
が

樂
律
に
關
す
る
問
答
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
蔡
元
定
の
理
論
を
解
説
す
る
。
兩
者

の
見
解
は
完
全
に
は
一
致
し
な
い
が
、
朱
熹
は
蔡
元
定
の
理
論
を
概
ね
受
け
入

れ
て
い
た
と
言
え
る
。

本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
「
朱
子
學
的
樂
律
論
」
を
ひ
と
ま
ず
定
義
す
る
な

ら
ば
、
技
術
面
で
は
三
分
損
益
法
（
及
び
三
分
損
益
法
の
も
た
ら
す
樂
律
の
非
循
環

性
を
明
確
に
認
識
し
た
結
果
導
入
さ
れ
た
變
律
理
論
と
、
合
理
的
な
轉
調
法
）
を
中
心

と
し
、
思
想
面
で
は
黄
鐘
の
正
し
さ
を
保
證
す
る
存
在
と
し
て
氣
を
中
心
に
置

い
た
樂
律
論
で
あ
る
、
と
言
え
る
。

四

明
代
士
大
夫
の
樂
論

明
代
樂
論
の
多
く
は
蔡
元
定
と
朱
熹
を
基
礎
と
す
る
。
中
で
も
韓
邦
奇
『
苑

洛
志
樂
』
は
、
蔡
元
定
の
計
算
を
丁
寧
に
解
説
し
、
後
世
の
評
價
も
高
い
。
こ

れ
に
對
し
、
本
章
で
扱
う
四
人
も
、
蔡
元
定
の
強
い
影
響
下
に
は
あ
る
が
、
蔡

元
定
を
正
確
に
解
説
し
、
樂
律
の
技
術
的
な
進
歩
に
寄
與
し
た
と
は
言
い
難
い
。

し
か
し
、
彼
ら
は
ま
と
ま
っ
た
音
樂
理
論
書
を
殘
し
、
同
時
代
の
著
作
に
多
く

引
用
さ
れ
た
。
朱
載
堉
が
『
律
呂
精
義
』
外
篇
で
、
こ
の
四
人
を
擧
げ
批
判
す

る
よ
う
に
、
明
代
の
主
要
な
論
爭
は
、
こ
の
四
人
を
中
心
に
集
約
で
き
る
。
本

章
で
は
、
彼
ら
の
著
作
か
ら
當
時
の
議
論
を
再
構
築
す
る
。

（
１
）
張
敔
『
雅
樂
發
微
』
―
―
「
雅
を
亂
す
」
儒
者
、
今
樂
へ
の
信
賴

張
敔
は
饒
州
の
人
。
弘
治
（
一
四
八
八
―
一
五
〇
五
）
か
ら
正
德
年
閒
（
一
五

〇
六
―
一
五
二
一
）
に
禮
部
員
外
郞
を
つ
と
め
た
。
彼
が
後
世
激
し
く
批
判
さ

（
一
五
）

れ
た
の
は
、
人
が
發
聲
し
う
る
最
低
音
を
黄
鐘
と
す
る
説
で
あ
る
。

彼
は
黄
鐘
律
管
の
寸
法
に
つ
い
て
、
「
人
聲
に
基
づ
い
て
得
る
。
そ
の
方
法

は
、
歌
者
に
聲
を
出
さ
せ
、
最
も
低
い
一
聲
を
取
る
」
と
し
た
。
ま
た
、
張
敔

（
一
六
）

は
程
顥
の
言
及
す
る
「
中
聲
」
に
つ
い
て
、
「
黄
鐘
の
半
律
を
中
聲
と
す
る
。

（
一
七
）

そ
の
方
法
は
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
」
と
解
説
す
る
。
半
律
と
は
、
正
律
の
律
長

（
一
八
）

の
半
分
の
長
さ
、
オ
ク
タ
ー
ブ
高
い
音
律
で
あ
る
。
「
中
聲
」
は
程
顥
の
み
な

ら
ず
、
蔡
元
定
や
朱
熹
も
重
視
し
た
概
念
で
あ
る
が
、
張
敔
は
自
ら
の
理
論
こ

そ
、
程
顥
の
説
と
一
致
す
る
と
主
張
す
る
。

張
敔
は
、
何
を
目
指
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
彼
の
蔡
元
定
批
判
を
分

析
す
る
。

正
律
十
二
律
に
は
皆
、
全
律
と
半
律
が
あ
る
。
合
計
二
十
四
律
中
、
黄
鐘

・
林
鐘
・
南
呂
・
應
鐘
・
夷
則
の
五
つ
の
半
律
は
用
い
な
い
た
め
、
正
律

は
十
九
律
を
用
い
る
。
變
律
七
律
に
は
皆
、
全
律
と
半
律
が
あ
る
。
合
計

十
四
律
中
、
黄
鐘
・
太
簇
・
姑
洗
・
應
鐘
の
四
つ
の
全
律
と
、
應
鐘
の
半
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律
は
用
い
な
い
た
め
、
變
律
は
九
律
を
用
い
る
。
正
律
と
變
律
を
合
わ
せ

て
二
十
八
律
で
あ
る
。
轉
調
が
生
ん
だ
も
の
を
用
い
、
轉
調
が
及
ば
な
い

も
の
は
用
い
な
い
。
蔡
氏
は
、
正
律
夷
則
に
半
律
が
あ
り
、
變
律
應
鐘
は

あ
る
が
、
變
律
蕤
賓
は
な
い
と
し
た
。
今
、
轉
調
の
論
理
で
考
え
る
と
、

正
し
く
な
い
と
わ
か
る
。

（
一
九
）

蔡
元
定
は
、
正
律
十
二
律
と
六
變
律
で
、
合
計
十
八
律
を
設
定
し
た
が
、
張

敔
は
正
律
十
九
律
と
九
變
律
、
合
計
二
十
八
律
を
主
張
す
る
。
そ
の
理
由
は
轉

調
上
の
必
要
性
で
あ
る
と
い
う
。
蔡
元
定
も
轉
調
に
必
要
な
範
圍
を
考
慮
し
て

十
八
律
に
止
め
た
が
、
張
敔
の
理
想
と
す
る
轉
調
は
こ
れ
と
は
異
な
る
よ
う
だ
。

彼
は
十
二
律
×
七
聲
の
八
十
四
調
を
以
下
の
よ
う
に
表
に
し
、
説
明
す
る
。

宮

商

角

徴

羽

變
宮

變
徴

黄
鐘

黄
變
半

太
變
半

姑
變
半

林
變
半

南
變
半

應
正
全

蕤
正
全

大
呂

大
正
半

夾
正
半

仲
正
半

夷
正
半

無
正
半

黄
變
半

林
變
半

太
簇

太
變
半

姑
變
半

蕤
變
全

南
變
全

應
正
全

大
正
半

夷
正
全

夾
鐘

夾
正
半

仲
正
全

林
變
半

無
正
全

黄
變
半

太
變
半

南
變
全

姑
洗

姑
正
半

蕤
正
半

夷
正
全

應
正
全

大
正
半

夾
正
半

無
正
全

仲
呂

仲
正
全

林
變
全

南
變
全

黄
變
半

太
變
半

姑
變
半

應
正
全

蕤
賓

蕤
正
全

夷
正
全

無
正
全

大
正
半

夾
正
半

仲
正
半

黄
變
半

林
鐘

林
變
全

南
變
全

應
正
全

太
正
半

姑
變
半

蕤
正
全

大
正
半

夷
則

夷
正
全

無
正
全

黄
變
半

夾
正
半

仲
正
半

林
變
半

太
變
半

南
呂

南
變
全

應
正
全

大
正
全

姑
正
半

蕤
正
半

夷
正
全

夾
正
半

無
射

無
正
全

黄
變
半

太
變
半

仲
正
半

林
變
半

南
變
全

姑
變
半

應
鐘

應
正
全

大
正
半

夾
正
半

蕤
正
半

夷
正
全

無
正
全

仲
正
半

※
表
は
、
例
え
ば
黄
變
半
は
「
黄
鐘
の
變
律
か
つ
半
律
」
、
應
正
全
は
「
應
鐘

の
正
律
か
つ
全
律
」
を
示
す
。

宮
聲
が
、
本
來
宮
と
な
る
べ
き
律
に
起
こ
ら
ず
、
商
聲
や
角
聲
に
な
る
は

ず
の
律
を
宮
聲
と
す
る
の
は
、
こ
じ
つ
け
で
も
、
粗
雜
單
純
な
方
法
で
も

な
い
。
伶
州
鳩
曰
く
「
樂
器
は
、
重
厚
な
も
の
は
輕
妙
さ
に
從
い
、
細
く

か
ん
高
い
も
の
は
重
々
し
さ
に
從
う
。
故
に
琴
瑟
は
宮
を
尚
び
、
鐘
は
羽

を
尚
び
、
石
は
角
を
尚
び
、
匏
竹
は
音
の
調
子
を
み
て
決
め
る
」
と
。
…

低
い
音
高
の
均
の
宮
聲
を
、
甚
し
く
低
く
は
せ
ず
、
高
い
音
高
の
均
の
羽

聲
は
甚
し
く
高
く
は
し
な
い
。

（
二
〇
）

張
敔
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
黄
鐘
宮
調
は
、
實
は
夷
則
を
宮
聲
と
す
る

夷
則
均
に
基
づ
く
。
夷
則
均
で
は
、
起
調
す
る
際
に
主
音
と
な
る
律
は
夷
則
で

は
な
く
、
角
聲
に
あ
た
る
黄
鐘
變
律
（
か
つ
半
律
）
で
あ
り
、
そ
の
角
聲
が
宮

聲
へ
と
切
り
替
わ
り
、
表
の
よ
う
な
構
成
に
な
る
。
ま
た
仲
呂
均
で
は
、
宮
聲

（
二
一
）

に
あ
た
る
仲
呂
を
、
そ
の
ま
ま
宮
聲
と
す
る
と
い
う
。
こ
う
い
っ
た
構
成
の
背

景
に
は
、
『
國
語
』
か
ら
發
想
し
た
「
低
い
音
高
の
均
の
宮
聲
を
、
甚
し
く
低

く
は
せ
ず
、
高
い
音
高
の
均
の
羽
聲
は
甚
し
く
高
く
は
し
な
い
」
と
い
う
原
則

が
あ
る
。
實
際
に
は
、
張
敔
は
、
七
律
・
四
聲
の
み
主
音
と
な
る
と
し
、
二
十

八
調
だ
け
を
用
い
る
と
す
る
。

表
中
に
は
、
人
聲
の
最
低
で
あ
る
黄
鐘
の
正
律
が
登
場
し
な
い
。
そ
の
理
由

は
、
黄
鐘
は
最
も
尊
い
た
め
、
「
こ
れ
を
虚
し
く
し
て
宮
と
し
な
い
」
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
、
表
中
で
使
用
さ
れ
う
る
最
も
低
い
律
は
仲
呂
正
律
で
あ
る
。
確

（
二
二
）

か
に
基
準
音
を
人
聲
の
最
低
と
定
め
る
と
、
全
體
的
に
低
め
と
な
り
そ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
張
敔
の
構
想
し
た
二
十
八
調
で
は
、
黄
鐘
正
律
は
用
い
ず
、
そ

の
他
の
律
も
半
律
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
使
用
さ
れ
得
る
最
も
低
い
律

は
仲
呂
正
律
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
極
端
に
低
め
と
は
な
ら
な
い
。
そ
の
背

景
に
あ
る
の
は
、
極
端
な
音
高
を
避
け
よ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
張
敔
は
こ
う
い
っ
た
二
十
八
調
を
基
本
と
す
る
音
樂
が
、
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当
時
の
敎
坊
司
が
掌
る
樂
に
殘
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
音
樂
が
古
樂
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

古
樂
は
無
射
を
（
宮
聲
と
す
る
調
の
名
を
）
黄
鐘
宮
と
し
、
黄
鐘
を
正
宮
、

夾
鐘
を
中
呂
宮
、
林
鐘
を
南
呂
宮
、
夷
則
を
仙
呂
宮
と
す
る
が
、
こ
う
い

っ
た
類
は
、
「
琴
瑟
は
宮
を
尚
び
、
鐘
は
羽
を
尚
び
、
石
は
角
を
尚
び
、

匏
竹
は
音
の
調
子
を
み
て
決
め
る
」
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ

れ
は
伶
州
鳩
が
景
王
に
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
『
國
語
』
は
そ
の
詳
細
を

載
せ
る
。
實
に
周
よ
り
傳
わ
っ
た
雅
樂
で
あ
る
。

（
二
三
）

無
射
均
の
宮
調
を
黄
鐘
宮
と
呼
べ
ば
、
當
然
、
實
際
の
調
と
名
稱
に
ズ
レ
が

生
じ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
『
國
語
』
に
基
づ
く
、
周
以
來
傳
承
さ
れ
て
き
た
古

樂
で
あ
る
。
隋
の
鄭
譯
は
そ
れ
を
理
解
せ
ず
、
調
名
を
變
更
し
た
。
例
え
ば
林

鐘
均
の
宮
調
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
林
鐘
を
宮
聲
と
す
る
と
決
め
た
。

（
二
四
）

今
の
大
樂
は
な
お
周
の
舊
樂
を
留
め
て
お
り
、
實
の
と
こ
ろ
、
改
變
さ
れ

て
い
な
い
。
ど
う
し
て
そ
れ
が
わ
か
る
の
か
。
今
樂
は
、
夷
則
宮
で
は
黄

鐘
を
宮
と
し
、
夾
鐘
宮
で
は
中
呂
を
宮
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に

鄭
譯
の
い
う
「
大
樂
が
叛
い
て
い
る
」
状
態
で
あ
る
。
敎
坊
は
古
の
制
氏

で
あ
る
。
代
々
そ
の
業
を
守
り
、
一
絃
一
管
一
字
の
す
べ
て
は
、
國
の
樂

工
と
い
え
ど
も
、
輕
々
し
く
は
變
更
で
き
な
い
。

（
二
五
）

鄭
譯
が
批
判
し
た
樂
調
の
名
を
今
樂
で
も
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
今
樂
が
周

の
舊
樂
を
留
め
る
證
據
で
あ
る
。
張
敔
は
、
鄭
譯
の
「
改
惡
」
に
も
關
わ
ら
ず
、

古
樂
は
傳
承
さ
れ
續
け
た
と
考
え
た
。
ま
た
、
張
敔
は
馬
端
臨
の
言
を
引
く
。

馬
氏
は
宋
の
李
照
や
楊
傑
ら
の
例
を
ひ
き
「
学
者
や
官
僚
の
説
は
つ
い
に
工
師

の
説
に
勝
て
ず
、
樂
制
は
し
ば
し
ば
變
わ
っ
て
も
、
そ
の
實
は
い
ま
だ
變
わ
っ

て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。
馬
氏
の
意
圖
は
、
現
實
と
乖
離
し
た
士
大
夫
の
樂
論

（
二
六
）

を
批
判
す
る
こ
と
に
あ
る
。
張
敔
は
む
し
ろ
、
樂
工
が
傳
承
し
現
存
す
る
今
樂

へ
の
、
積
極
的
な
信
賴
を
裏
付
け
る
た
め
に
引
用
し
た
と
言
え
る
。

古
樂
が
今
樂
に
殘
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
今
樂
を
利
用
し
な
い
手
は
な
い
。

そ
も
そ
も
今
樂
と
古
樂
で
は
、
樂
器
と
樂
律
は
同
じ
で
あ
る
。
異
な
る
の

は
作
詞
法
で
あ
り
、
邪
か
正
か
、
恭
し
い
か
い
い
加
減
か
の
差
が
あ
る
。

音
楽
の
リ
ズ
ム
に
は
、
繁
密
か
簡
素
か
、
い
か
め
し
い
か
媚
び
て
い
る
か
、

濃
い
か
淡
い
か
の
差
が
あ
る
。
同
じ
所
を
取
り
、
異
な
る
所
を
去
っ
て
、

詞
を
ひ
と
え
に
正
し
く
し
、
曲
が
淡
く
て
艷
や
か
で
は
な
く
、
リ
ズ
ム
が

疎
ら
で
繁
密
で
な
け
れ
ば
、
古
樂
に
外
な
ら
な
い
。

（
二
七
）

張
敔
に
よ
れ
ば
、
古
樂
と
今
樂
が
用
い
る
樂
器
や
樂
律
は
同
じ
で
あ
り
、
異

な
る
の
は
歌
詞
と
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
樂
か
ら
適
切
で
な
い
歌
詞
と

リ
ズ
ム
を
取
り
除
け
ば
、
古
樂
を
復
興
で
き
る
と
考
え
た
。

さ
て
、
朱
載
堉
は
、
張
敔
が
人
聲
の
最
低
を
黄
鐘
と
し
た
こ
と
を
批
判
し
、

十
二
正
律
は
み
な
自
然
に
發
聲
で
き
る
範
圍
を
採
用
す
べ
き
と
し
、
「
中
聲
」

と
い
う
概
念
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
し
か
し
、
先
述
の
通
り
、
張
敔
は
半
律
を

（
二
八
）

「
中
聲
」
と
捉
え
て
い
た
。
つ
ま
り
張
敔
の
い
う
正
律
は
朱
載
堉
の
倍
律
に
、

半
律
は
正
律
に
あ
た
る
。
兩
者
の
主
張
は
一
見
異
な
る
が
、
無
理
の
な
い
自
然

な
高
さ
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
變
わ
ら
な
い
。

ま
た
、
朱
載
堉
は
、
太
常
寺
の
樂
譜
を
證
據
に
、
正
律
黄
鐘
よ
り
低
い
音
高

の
存
在
を
證
明
し
て
、
張
敔
を
批
判
し
た
。
張
敔
が
今
樂
を
信
賴
し
た
よ
う
に
、

（
二
九
）

朱
載
堉
も
ま
た
、
張
敔
を
批
判
す
る
た
め
に
、
樂
工
に
よ
っ
て
傳
承
さ
れ
現
存

す
る
樂
譜
を
、
音
樂
の
是
非
を
判
斷
す
る
根
據
と
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
張
敔
は
「
人
聲
の
最
低
」
を
黄
鐘
と
す
る
も
、
實
際
に
は

そ
れ
を
用
い
ず
、
無
理
の
な
い
高
さ
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
蔡
元
定
の

十
八
律
を
批
判
し
、
自
ら
の
理
想
と
す
る
轉
調
法
に
基
づ
き
、
二
十
八
律
を
主

張
す
る
。
そ
の
轉
調
理
論
の
根
幹
に
あ
る
の
は
、
高
す
ぎ
ず
低
す
ぎ
な
い
「
中
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聲
」
を
志
向
す
る
感
覺
で
あ
っ
た
。
張
敔
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
樂
律
理
論
に

基
づ
く
音
樂
こ
そ
が
古
樂
で
あ
り
、
ま
た
今
樂
と
し
て
現
存
す
る
。
古
樂
は
、

「
雅
を
亂
す
」
儒
者
、
鄭
譯
に
歪
め
ら
れ
る
も
、
樂
工
に
よ
っ
て
今
に
傳
承
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
李
文
利
『
律
呂
元
聲
』
―
―
黄
鐘
三
寸
九
分
説
と
「
往
而
復
返
」

李
文
利
、
字
は
乾
遂
、
莆
田
の
人
。
成
化
年
閒
（
一
四
六
五
―
一
四
八
七
）
の

擧
人
。
思
南
府
敎
授
等
を
歴
任
す
る
。
『
律
呂
元
聲
』
六
卷
は
生
前
に
完
成
せ

ず
、
兄
の
元
が
校
補
を
、
門
人
の
范
永
鑾
が
校
正
を
擔
當
し
、
嘉
靖
三
（
一
五

二
四
）
年
七
月
に
范
永
鑾
が
上
進
し
た
。
ま
た
『
律
呂
考
註
』
（
四
卷
）
は
樂
に

關
す
る
經
文
の
注
釋
書
で
あ
り
、
朱
熹
の
注
を
數
多
く
引
用
す
る
。

黄
鐘
律
管
の
長
さ
は
、
歴
代
多
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
律
管

の
寸
法
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、「
黄
鐘
九
寸
」
は
『
漢
書
』
や
『
淮
南
子
』

以
降
、
有
力
な
説
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
對
し
、
李
文
利
は
黄
鐘
律
管
の

長
さ
は
三
寸
九
分
と
考
え
た
。
そ
の
主
な
根
據
は
『
呂
氏
春
秋
』
に
見
え
る
、

黄
帝
の
命
を
受
け
た
伶
倫
が
、
三
寸
九
分
の
黄
鐘
律
管
を
作
っ
た
と
い
う
記
述

（
三
〇
）

で
あ
る
。

黄
鐘
の
長
さ
三
寸
九
分
・
管
の
断
面
積
九
平
方
分
を
「
聲
氣
の
元
」
と
す

る
。
…

黄
鐘
の
尊
さ
は
氣
が
淸
ら
か
に
上
行
す
る
こ
と
に
あ
り
、
數
の
多
さ
に

は
な
い
。
音
が
高
い
も
の
は
數
が
少
な
く
、
低
い
も
の
は
數
が
多
く
、

數
が
少
な
い
も
の
は
貴
く
、
數
が
多
い
も
の
は
賤
し
い
。
故
に
太
極
は

一
の
數
、
陰
陽
は
二
の
數
、
二
老
二
少
は
四
の
數
、
水
火
木
金
土
は
五

の
數
で
、
萬
事
萬
物
が
出
現
す
る
こ
と
百
千
萬
で
あ
る
。

（
三
一
）

先
述
の
通
り
、
黄
鐘
を
「
聲
氣
の
元
」
と
す
る
の
は
蔡
元
定
・
朱
熹
の
樂
律

學
に
共
通
す
る
。
し
か
し
李
文
利
は
、
「
聲
氣
の
元
」
で
あ
り
、
最
も
尊
い
黄

鐘
は
、
十
二
律
管
中
最
も
短
く
高
音
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
證
據
に
、
一
で
あ

っ
た
太
極
は
、
陰
陽
・
老
少
と
變
じ
、
數
を
增
す
。
彼
の
十
二
律
管
の
具
體
的

な
長
さ
は
、
「
黄
鐘
三
寸
九
分
、
大
呂
四
寸
五
分
、
太
簇
五
寸
四
分
、
夾
鐘
六

寸
三
分
、
姑
洗
七
寸
二
分
、
仲
呂
八
寸
一
分
、
蕤
賓
九
寸
、
林
鐘
八
寸
四
分
、

夷
則
七
寸
五
分
、
南
呂
六
寸
六
分
、
無
射
五
寸
七
分
、
應
鐘
四
寸
八
分
」
と
な

る
。
黄
鐘
か
ら
大
呂
へ
六
分
增
加
し
、
太
簇
か
ら
蕤
賓
ま
で
は
各
九
分
增
加
す

る
。
蕤
賓
と
林
鐘
は
六
分
減
少
し
、
林
鐘
か
ら
應
鐘
ま
で
は
各
九
分
減
少
す
る
。

こ
の
よ
う
な
十
二
律
が
持
つ
意
味
を
、
李
文
利
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

子
の
月
に
陽
気
が
発
動
し
、
そ
の
律
は
黄
鐘
と
な
る
。
音
は
極
め
て
高
い
。

故
に
黄
鐘
の
宮
は
正
宮
で
あ
り
、
諸
律
の
本
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
だ
ん
だ

ん
昇
り
午
の
半
ば
に
至
れ
ば
、
太
陽
は
既
に
高
ま
り
、
數
は
多
く
音
は
低

く
、
充
ち
て
正
羽
と
な
る
。
極
ま
る
と
再
び
も
と
へ
戻
っ
て
い
き
、
陽
氣

は
こ
こ
か
ら
だ
ん
だ
ん
收
縮
す
る
。
子
の
半
ば
に
至
れ
ば
、
陽
気
が
ま
た

生
ま
れ
、
數
は
少
な
く
音
は
高
く
、
ま
た
正
宮
と
な
る
。
世
の
中
の
儒
者

は
「
黄
鐘
は
相
生
し
て
往
き
て
返
ら
ず
」
と
い
う
が
、
そ
れ
は
黄
鐘
を
知

ら
な
い
が
た
め
で
あ
る
。

（
三
二
）

黄
鐘
か
ら
陽
気
が
だ
ん
だ
ん
上
昇
し
、
蕤
賓
で
極
ま
り
、
そ
の
後
は
降
る
。

下
降
が
極
ま
り
再
び
黄
鐘
に
戻
る
。
十
二
律
は
「
往
而
不
返
」
と
さ
れ
て
き
た

が
、
陽
気
の
消
長
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
循
環
は
行
き
詰
ら
な
い
。
十
二
律
は
ま

た
、
太
陽
の
運
行
と
重
ね
ら
れ
る
。

律
呂
は
太
陽
に
よ
っ
て
氣
を
進
め
る
。
子
か
ら
左
に
六
管
を
增
し
、
陽
気

の
上
升
を
記
す
。
午
か
ら
は
右
に
六
管
を
減
ら
し
、
陽
気
の
下
降
を
記
す
。

下
降
が
極
ま
れ
ば
ま
た
上
升
し
、
律
呂
は
「
往
き
て
復
た
返
る
」
。

聖
人
は
、
五
行
を
四
時
に
ふ
り
ま
く
こ
と
で
十
干
を
制
作
し
、
節
氣
が
十
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二
月
を
次
々
に
經
る
こ
と
で
季
節
を
変
化
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
十
二
支

を
制
作
し
た
。
ま
た
、
太
陽
が
氣
を
往
返
伸
縮
し
て
進
ま
せ
る
こ
と
で
律

呂
損
益
の
道
を
制
作
し
た
。
律
は
暦
に
基
づ
き
、
暦
は
律
に
正
さ
れ
る
。

律
暦
を
合
す
る
こ
と
は
、
天
人
の
道
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
三
三
）

太
陽
の
昇
降
と
同
樣
、
樂
律
も
窮
ま
ら
ず
、
「
往
き
て
復
た
返
る
」
。
聖
人

が
、
太
陽
の
運
行
に
基
づ
き
律
呂
損
益
の
道
を
定
め
た
た
め
で
あ
る
。
李
文
利

に
と
っ
て
、
律
と
暦
は
互
い
に
關
連
し
、
密
接
な
關
係
に
あ
る
。
彼
は
さ
ら
に
、

十
二
律
を
十
二
辰
に
、
五
聲
を
五
行
に
、
六
十
調
を
六
十
日
に
重
ね
、
樂
律
も

暦
も
、
五
と
六
の
組
み
あ
わ
せ
で
成
る
と
考
え
た
。
律
暦
が
同
道
な
ら
ば
、
樂

（
三
四
）

律
は
太
陽
と
同
じ
く
永
久
に
循
環
し
、
律
だ
け
が
「
往
而
不
返
」
と
い
う
こ
と

は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
往
而
不
返
」
に
陷
る
三
分
損
益
法
を
批
判
す
る
。

（
三
五
）

黄
鐘
律
管
は
、
最
長
か
つ
最
低
音
で
あ
る
が
故
に
尊
ば
れ
て
き
た
。
こ
う
い

っ
た
黄
鐘
觀
を
根
本
的
に
覆
す
李
文
利
の
主
張
は
、
多
く
批
判
さ
れ
た
。
た
と

え
ば
季
本
は
、
李
文
利
が
根
據
と
し
た
史
料
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
。
『
呂
氏
春

秋
』
に
は
、
三
分
損
益
法
を
記
す
場
所
も
あ
る
。
も
し
黄
鐘
を
三
寸
九
分
と
し

三
分
損
益
を
行
っ
た
場
合
、
十
二
律
中
、
最
高
音
と
な
る
應
鐘
は
、
一
寸
八
分

ほ
ど
に
な
り
、
短
す
ぎ
て
音
を
成
さ
な
い
。
季
本
は
李
文
利
が
「
『
往
而
不
返
』

が
陰
陽
消
長
往
來
の
理
に
合
わ
な
い
」
と
指
摘
し
、
「
往
而
復
返
」
を
目
指
し

た
態
度
自
體
は
良
い
と
認
め
る
。
だ
が
李
文
利
の
方
法
自
體
に
無
理
が
あ
り
、

ま
た
『
呂
氏
春
秋
』
の
意
に
も
合
わ
な
い
と
し
た
。

李
文
利
の
十
二
律
が
、
等
差
數
列
に
近
く
、
一
巡
の
の
ち
黄
鐘
に
戻
っ
て
も
、

そ
れ
ら
十
二
律
が
共
鳴
す
る
數
理
的
根
據
は
な
い
。
し
か
し
、
「
往
而
不
返
」

に
對
し
明
確
に
問
題
提
起
を
し
、
「
黄
鐘
九
寸
」
や
三
分
損
益
法
そ
れ
自
體
を

批
判
し
た
こ
と
は
革
新
的
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
に
對
す
る
批
判
も
、
三
分
損
益

法
や
黄
鐘
九
寸
を
絶
對
視
す
る
觀
點
か
ら
で
は
な
い
。
「
往
而
不
返
」
を
克
服

し
よ
う
と
し
た
態
度
自
體
は
、
決
し
て
否
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
し
た

い
。

（
３
）
李
文
察
『
律
呂
新
書
補
註
』
―
―
蔡
元
定
の
數
と
『
洛
書
』
の
理

李
文
察
、
字
は
廷
謨
、
平
和
の
人
。
嘉
靖
十
七
（
一
五
三
八
）
年
六
月
、
遼

州
同
知
を
務
め
て
い
た
李
文
察
は
、
四
種
の
樂
書
を
上
進
し
、
太
常
典
簿
と
な

っ
た
。
『
律
呂
新
書
補
註
』
は
、
蔡
元
定
『
律
呂
新
書
』
を
載
せ
、
李
文
察
自

身
が
注
解
を
記
す
と
い
う
形
式
を
と
る
。
ま
ず
、
李
文
察
は
序
で
蔡
元
定
の
意

を
補
う
た
め
の
『
補
注
』
で
あ
る
こ
と
を
明
言
す
る
。

初
め
て
『
律
呂
新
書
』
を
讀
ん
だ
時
、
蔡
氏
の
言
う
意
味
が
數
年
の
閒
わ

か
ら
な
か
っ
た
。･

･
･

夏
禹
の
『
洛
書
』
を
學
ん
だ
こ
と
で
、
作
樂
の
理

が
悉
く
『
洛
書
』
に
基
づ
く
も
の
だ
と
悟
っ
た
。
『
新
書
』
は
數
は
言
う

が
理
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
み
な
理
中
の
數
で
あ
る
。

（
三
七
）

李
文
察
は
、
蔡
元
定
の
言
う
數
は
す
べ
て
、
『
洛
書
』
に
基
づ
い
た
作
樂
の

理
に
依
據
す
る
と
の
認
識
に
至
る
。
具
體
的
に
は
、
い
か
な
る
『
洛
書
』
の
理

を
持
つ
の
か
。
例
え
ば
蔡
元
定
は
、
黄
鐘
九
寸
の
理
由
を
、
天
地
の
數
の
う
ち
、

九
は
陽
の
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
陽
聲
の
始
ま
り
・
陽
氣
の
發
動
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
黄
鐘
は
九
寸
を
取
る
、
と
だ
け
説
明
す
る
。
李
文
察
は
以
下
の
よ
う

に
考
え
る
。

分
寸
に
必
ず
九
を
用
い
る
の
は
、
陽
數
の
完
全
な
も
の
を
取
り
十
を
遺
す

か
ら
で
あ
る
。
…
九
に
付
隨
し
て
十
の
數
は
や
ど
り
、
陰
は
陽
と
對
立
し

な
い
。
九
は
、
陽
の
純
粹
な
も
の
で
あ
る
。
陽
が
純
粹
な
ら
ば
陰
は
變
化

し
、
變
化
す
れ
ば
兼
ね
あ
い
、
兼
ね
あ
え
ば
中
で
あ
り
、
中
な
ら
ば
和
同

す
る
。
樂
は
そ
の
和
同
を
取
る
が
故
に
十
を
遺
す
。
十
で
あ
れ
ば
陰
陽
は

對
立
し
、
對
立
す
れ
ば
二
つ
と
な
り
、
二
つ
な
ら
ば
雜
然
と
し
不
純
で
あ
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る
。
『
洛
書
』
の
數
に
九
が
あ
り
十
が
な
い
の
は
ま
さ
に
こ
の
た
め
で
あ

る
。
聖
人
は
『
洛
書
』
の
、
對
立
す
る
こ
と
の
な
い
數
を
と
り
、
樂
を
お

こ
し
た
。

（
三
八
）

黄
鐘
九
寸
の
理
由
に
つ
い
て
、
李
文
察
は
「
『
洛
書
』
の
數
九
→
陽
の
純
（
無

對
）
→
陰
化
→
兼
→
中
→
和
」
と
い
う
論
理
を
付
け
加
え
る
。
確
か
に
、
『
河

圖
』
の
數
を
十
、
『
洛
書
』
の
數
を
九
と
す
る
思
想
は
蔡
元
定
の
易
學
に
見
ら

れ
る
。
し
か
し
、
『
律
呂
新
書
』
で
は
『
洛
書
』
の
数
に
つ
い
て
言
及
し
て
は

い
な
い
。

ま
た
、
蔡
元
定
は
、
黄
鐘
九
寸
に
三
分
損
益
を
繰
り
返
し
て
他
十
一
律
を
相

生
す
る
に
あ
た
り
、
計
算
の
便
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
黄
鐘
九
寸
に

を
乘

じ
た
「
黄
鐘
之
實
」
（
一
七
七
一
四
七
）
を
定
め
、
そ
れ
を
分
・
釐
・
毫
・
絲
で

表
し
た
場
合
の
數
を
、
九
進
法
で
表
記
し
た
。
し
か
し
『
律
呂
新
書
』
卷
一
の

「
黄
鐘
第
一
」
で
は
、
律
の
管
口
の
直
徑
や
面
積
を
十
進
法
で
表
記
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
十
進
法
と
九
進
法
を
併
用
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
蔡
元
定
は
專
ら

技
術
的
方
面
か
ら
説
明
し
、
ま
た
十
と
九
と
い
う
二
つ
の
數
字
に
體
用
關
係
を

當
て
は
め
た
。
李
文
察
は
以
下
の
よ
う
に
解
釋
す
る
。

こ
れ
も
ま
た
、
『
洛
書
』
に
依
據
し
て
い
る
。
（
『
律
呂
新
書
』
の
）
「
十
に

依
拠
し
て
九
を
取
る
」
と
は
、
『
洛
書
』
の
「
圓
が
方
よ
り
出
る
」
こ
と

で
あ
り
、
「
十
を
分
割
し
て
九
と
す
る
」
の
は
、
『
洛
書
』
の
「
圓
は
方

よ
り
も
進
む
」
こ
と
で
あ
る
。
圓
は
眞
ん
中
に
居
り
、
方
は
隅
に
居
る
。

こ
れ
は
、
『
洛
書
』
も
必
ず
陰
を
保
有
し
て
い
る
が
、
陽
が
尊
い
の
に
對

し
、
陰
は
卑
し
い
と
い
う
だ
け
な
の
で
あ
る
。
黄
鐘
は
體
の
は
た
ら
き
と

し
て
は
中
聲
を
定
め
、
用
の
は
た
ら
き
と
し
て
は
そ
こ
か
ら
十
一
律
を
生

む
。
こ
れ
は
、
黄
鐘
も
必
ず
陰
を
保
有
し
て
い
る
が
、
陽
が
純
然
と
し
て

123

い
る
の
に
對
し
、
陰
は
變
化
す
る
と
い
う
だ
け
な
の
で
あ
る
。

（
三
九
）
（
四
〇
）

李
文
察
は
『
洛
書
』
も
黄
鐘
も
、
陽
と
陰
、
九
と
十
兩
方
を
内
包
す
る
と
考

え
る
。
故
に
十
進
法
も
九
進
法
も
、
矛
盾
無
く
共
存
で
き
る
の
だ
。

ま
た
變
律
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
解
釋
す
る
。

樂
に
變
律
が
あ
る
の
は
、
暦
に
閏
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
月
に
閏

を
置
く
の
は
、
月
の
進
み
が
遲
れ
、
氣
盈
と
朔
虚
を
爲
さ
ね
ば
、
日
月
五

星
の
動
き
が
齊
一
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
變
律
を
設
け
る
の
は
、
管

が
だ
ん
だ
ん
短
く
な
り
、
變
律
・
半
聲
を
爲
さ
ね
ば
、
五
音
は
和
諧
し
な

い
か
ら
で
あ
る
。

（
四
一
）

變
律
も
閏
と
同
樣
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
調
和
を
亂
す
。
さ
ら
に
李
文
察
は
律

暦
の
連
關
を
轉
調
に
も
見
出
し
、
宮
の
移
り
變
わ
り
を
、
月
の
運
行
に
重
ね
る
。

月
は
西
に
進
み
、
晦
を
設
け
一
月
に
な
る
。
宮
は
西
に
轉
じ
、
羽
を
設
け

一
曲
に
な
る
。
晦
が
盡
き
れ
ば
朔
を
起
こ
し
、
曲
が
終
れ
ば
調
を
起
こ
す
。

（
四
二
）

李
文
察
本
人
は
、
蔡
元
定
の
意
に
忠
實
な
立
場
だ
と
す
る
。
し
か
し
『
律
呂

（
四
三
）

新
書
』
に
見
え
る
数
理
に
、
悉
く
洛
書
の
數
の
論
理
を
付
與
し
、
ま
た
、
變
律

や
轉
調
を
、
月
の
運
行
に
重
ね
、
律
暦
の
密
接
な
關
連
を
主
張
し
た
點
は
、
か

な
り
獨
特
で
あ
る
。

（
４
）
劉
濂
『
樂
經
元
義
』
―
―
「
聖
王
造
律
簡
易
の
心
」
を
繼
ぐ
工
師

劉
濂
、
字
は
濬
伯
、
南
宮
の
人
。
正
德
十
六
（
一
五
二
一
）
年
の
進
士
。
杞

縣
知
縣
か
ら
監
察
御
史
と
な
る
。
『
樂
經
元
義
』
（
八
卷
）
に
は
、
嘉
靖
二
十
九

（
四
四
）

（
一
五
五
〇
）
年
の
自
序
が
あ
る
。

劉
濂
は
、
樂
經
は
滅
ん
で
お
ら
ず
、
『
詩
經
』
が
樂
經
で
あ
る
と
考
え
た
。

（
四
五
）

さ
ら
に
、
以
下
の
よ
う
に
「
樂
の
道
」
を
定
義
す
る
。

樂
の
道
は
他
書
と
は
異
な
る
。
文
義
で
存
す
る
も
の
、
器
數
で
存
す
る
も
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の
、
聲
調
と
樂
譜
・
演
奏
で
存
す
る
も
の
が
あ
る
。
文
義
で
存
す
る
も
の

は
、
詩
章
で
あ
る
。
器
數
で
存
す
る
も
の
は
六
律
八
音
で
あ
る
。
聲
調
と

樂
譜
・
演
奏
で
存
す
る
も
の
は
、
工
師
が
作
品
の
精
神
を
伝
え
て
き
た
も

の
で
あ
る
。

（
四
六
）

劉
濂
は
、
文
義
（
詩
章
）
の
ほ
か
、
器
數
（
六
律
八
音
）
、
聲
調
と
樂
譜
・
演

奏
（
工
師
が
作
品
の
精
神
を
伝
え
て
き
た
も
の
）
の
全
て
が
經
で
あ
り
、
聖
人
よ
り

出
る
と
し
た
。
周
の
太
師
や
魯
の
宮
庭
樂
師
、
漢
の
制
氏
が
傳
え
た
音
調
、
ま

た
笙
や
竽
の
樂
譜
や
演
奏
と
し
て
傳
え
ら
れ
た
も
の
も
經
と
見
な
し
た
こ
と
に

（
四
七
）

は
注
目
し
た
い
。

樂
工
の
傳
授
に
よ
る
音
樂
へ
の
信
賴
は
、
劉
濂
の
古
樂
・
今
樂
觀
に
も
反
映

さ
れ
て
い
る
。

古
樂
は
極
め
て
簡
素
で
淡
然
と
し
、
俗
樂
は
極
め
て
繁
雜
で
艷
や
か
で
あ

る
。
み
な
五
音
六
律
の
生
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
制
作
の
法
を
論
ず
れ
ば
、

簡
素
で
淡
然
と
し
た
も
の
は
常
に
易
し
く
、
繁
雜
で
艷
や
か
な
も
の
は
常

に
難
し
い
。
…
思
う
に
、
俗
樂
を
掌
る
も
の
は
、
多
く
は
樂
師
や
伎
人
で

あ
り
、
律
呂
を
理
解
せ
ず
と
も
、
絲
竹
歌
聲
に
精
通
す
る
。
絲
竹
歌
聲
を

得
ら
れ
れ
ば
、
律
呂
も
得
ら
れ
る
。
雅
樂
を
掌
る
も
の
は
、
多
く
は
儒
臣

や
學
識
あ
る
者
で
あ
り
、
絲
竹
歌
聲
を
熟
知
し
な
い
が
、
律
呂
は
議
論
で

き
る
。
律
呂
を
得
て
も
、
必
ず
し
も
絲
竹
歌
聲
に
合
う
と
は
限
ら
な
い
。

ま
し
て
や
律
呂
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
こ
う
し
て
簡
素
で
淡

然
と
し
た
樂
は
却
っ
て
難
し
く
、
繁
雜
で
艷
や
か
な
樂
は
却
っ
て
易
し
く

な
る
。
神
意
に
よ
っ
て
互
い
に
授
受
さ
れ
た
も
の
は
、
よ
り
美
し
く
な
り
、

議
論
に
よ
っ
て
互
い
に
高
め
ら
れ
た
も
の
は
、
よ
り
誤
っ
て
い
く
。

（
四
八
）

彼
は
本
來
簡
素
だ
っ
た
古
樂
が
複
雜
に
、
複
雜
だ
っ
た
俗
樂
は
簡
素
に
な

っ
た
結
果
、
雅
樂
は
亂
れ
、
俗
樂
は
美
し
く
な
っ
た
と
考
え
る
。
律
呂
を
論
じ

る
だ
け
の
儒
者
よ
り
も
、
演
奏
技
術
を
持
つ
樂
工
の
方
が
、
最
終
的
に
は
律
呂

も
得
る
と
見
な
し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、
樂
律
も
本
來
簡
明
で
あ
っ
た
と
す
る
。

律
呂
の
法
に
つ
い
て
、
古
の
聖
人
は
、
人
聲
の
高
低
と
し
て
表
れ
で
た
も

の
に
基
づ
い
た
。
そ
の
た
め
、
律
管
を
吹
く
こ
と
で
、
樂
聲
の
中
を
定
め
、

鐘
・
磬
・
管
の
諸
樂
器
と
人
の
歌
を
協
和
さ
せ
、
和
を
亂
さ
な
い
よ
う
に

す
る
の
が
、
律
呂
の
役
目
で
あ
る
。
黍
で
長
さ
と
容
積
を
は
か
り
黄
鐘
律

管
と
し
、
三
分
損
益
を
行
っ
て
、
十
二
變
し
た
の
ち
、
ま
た
黄
鐘
律
管
の

も
と
も
と
の
數
値
に
戻
る
。
そ
の
法
は
ま
た
、
大
變
簡
單
な
も
の
で
あ
る
。

（
四
九
）

し
か
し
、
漢
魏
以
降
の
儒
者
は
、
律
呂
を
神
異
の
物
と
み
な
し
、
候
氣
な
ど

樣
々
な
邪
説
を
付
會
し
、
そ
の
結
果
、
「
古
樂
を
去
る
こ
と
萬
里
」
と
い
う
状

態
に
至
っ
た
、
と
劉
濂
は
考
え
た
。

（
五
〇
）

簡
潔
な
法
を
求
め
る
態
度
は
劉
濂
の
五
音
（
五
聲
）
に
關
す
る
理
論
に
も
あ

ら
わ
れ
る
。
劉
濂
は
『
管
子
』
を
引
き
、
牛
に
は
宮
、
羊
に
は
商
な
ど
、
動
物

に
は
一
音
が
具
わ
る
だ
け
だ
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

た
だ
人
だ
け
が
中
和
の
性
を
稟
け
、
聲
氣
の
完
全
な
状
態
を
備
え
て
い
る
。

古
人
は
五
音
を
制
作
す
る
と
き
、
必
ず
人
聲
に
基
づ
き
、
ま
た
必
ず
中
原

の
人
を
基
準
と
し
た
。
宮
は
喉
に
、
商
は
牙
に
、
角
は
舌
に
、
徴
は
齒
に
、

羽
は
唇
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
は
五
音
の
源
で
あ
る
。

（
五
一
）

「
聲
氣
の
完
全
な
状
態
（
聲
氣
之
全
）
」
は
、
や
は
り
朱
熹
・
蔡
元
定
の
「
聲

氣
之
元
」
に
重
な
る
。
劉
濂
に
よ
れ
ば
、
一
音
し
か
持
た
な
い
動
物
に
對
し
、

人
は
五
音
全
て
を
持
つ
。
そ
れ
ゆ
え
五
音
を
制
す
る
際
、
必
ず
人
聲
に
基
づ
き
、

ま
た
必
ず
中
原
の
人
を
基
準
と
す
る
と
考
え
た
。

ま
た
劉
濂
の
場
合
、
宮
か
ら
連
續
的
に
相
生
さ
れ
る
五
音
を
想
定
し
な
い
。

五
音
は
み
な
喉
に
基
づ
い
て
出
る
。
牙
舌
齒
唇
の
四
つ
は
喉
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
音
が
生
じ
る
。
喉
が
な
け
れ
ば
、
四
つ
に
音
は
な
い
。
四
つ
が
な
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く
て
も
、
喉
は
自
分
で
音
を
出
せ
る
。
宮
は
元
聲
の
出
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

喉
は
、
牙
と
組
み
合
わ
さ
り
商
と
な
り
、
舌
と
組
み
合
わ
さ
り
角
と
な
り
、

齒
と
組
み
合
わ
さ
り
徴
と
な
り
、
唇
と
組
み
合
わ
さ
り
羽
と
な
る
。

（
五
二
）

喉
音
で
あ
る
宮
は
「
元
聲
」
で
あ
り
、
他
四
音
と
は
獨
立
し
て
い
る
。
ま
た
、

他
四
音
も
次
々
に
相
生
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
喉
と
、
牙
な
ど
各
部
位
が
應
じ

合
う
こ
と
で
個
別
に
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
劉
濂
の
五
音
は
循
環
せ
ず
、
轉
調
と

は
關
係
が
な
い
。

五
音
は
調
を
爲
せ
な
い
、
六
律
に
至
り
初
め
て
調
が
あ
る
。
一
律
を
主
と

す
れ
ば
他
律
は
こ
れ
に
從
う
。
「
聽
調
（
異
動
の
命
令
に
從
う
）
」
の
よ
う
な

も
の
で
、
故
に
こ
れ
を
調
と
言
う
。
例
え
ば
、
黄
鐘
を
宮
と
す
る
と
、
太

簇
・
姑
洗
・
林
鐘
・
南
呂
は
順
々
に
從
う
。
こ
れ
が
宮
音
黄
鐘
調
で
あ
る
。

…
五
音
が
五
に
止
ま
る
だ
け
な
ら
、
ど
う
や
っ
て
調
を
爲
せ
る
だ
ろ
う
か
。

私
は
調
を
定
め
る
際
、
必
ず
先
に
五
音
を
審
ら
か
に
し
、
次
に
十
二
律
、

次
に
四
淸
を
定
め
、
然
る
後
に
旋
宮
の
法
を
用
い
て
六
大
調
に
擴
大
す
る
。

樂
調
の
説
は
こ
れ
に
盡
き
る
。

（
五
三
）

劉
濂
は
、
調
を
成
せ
る
の
は
律
だ
け
、
黄
鐘
を
宮
と
し
た
場
合
、「
宮:

黄
鐘
、

商:

太
簇
、
角:

姑
洗
…
」
と
い
う
一
調
し
か
存
在
し
な
い
と
す
る
。
「
六
大
調
」

と
は
、
劉
濂
に
よ
れ
ば
、
宮
音
黄
鐘
調
・
角
音
姑
洗
調
・
徴
音
蕤
賓
調
・
變
徴

音
夷
則
調
・
羽
音
無
射
調
の
六
つ
で
あ
る
。
彼
は
十
二
律
の
う
ち
、
六
律
だ
け

が
調
を
成
す
と
考
え
た
。

六
調
だ
け
で
あ
る
以
上
、
蔡
元
定
の
六
十
調
は
當
然
批
判
さ
れ
る
。
例
え
ば

蔡
元
定
は
黄
鐘
均
に
五
調
あ
る
と
す
る
が
、
結
局
は
ど
の
調
も
、
同
じ
七
律
を

用
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
す
る
。
ま
た
毎
調
七
音
、
六
十
調
で
四
百
二
十
音

に
も
な
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
鐘
を
編
鐘
に
架
け
ら
れ
な
い
と
も
言
う
。

（
五
四
）

五
音
が
轉
調
と
無
關
係
な
ら
ば
、
な
ぜ
五
音
は
存
在
す
る
の
か
。
劉
濂
に
よ

れ
ば
、
詩
の
一
文
字
一
文
字
が
、
宮
商
角
徴
音
の
ど
の
切
韻
に
屬
す
る
か
を
判

斷
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
調
に
基
づ
い
て
、
五
音
に
ど
の
律
を

當
て
は
め
る
か
を
決
定
す
る
。
ち
な
み
に
、
そ
も
そ
も
調
は
ど
う
決
定
す
る
の

（
五
五
）

か
と
い
え
ば
、
「
聲
音
の
大
致
」
と
い
う
觀
點
か
ら
調
を
見
極
め
る
よ
う
だ
。

例
え
ば
、
「
易
水
歌
」
は
篇
全
體
か
ら
見
る
と
「
商
音
太
簇
調
」
が
ふ
さ
わ
し

く
、
途
中
で
轉
調
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
る
。

劉
濂
に
と
っ
て
は
、
儒
家
が
歪
め
複
雜
に
し
た
音
樂
よ
り
も
、
工
師
が
傳
え

た
簡
明
で
美
し
い
音
樂
こ
そ
、
聖
人
の
樂
で
あ
る
。
人
聲
と
五
音
を
結
び
付
け
、

過
度
に
複
雜
な
轉
調
を
避
け
た
の
も
、
簡
明
な
樂
を
志
す
態
度
の
現
れ
で
あ
る
。

五

明
代
樂
論
と
朱
載
堉
―
―
結
び
に
代
え
て

本
稿
で
は
、
從
來
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
の
な
か
っ
た
四
人
を
主
役
と
し
た
。

彼
ら
は
、
中
國
音
樂
史
や
科
學
史
上
で
は
ほ
ぼ
無
名
の
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、

彼
ら
の
著
作
は
、
同
時
代
幅
廣
く
讀
ま
れ
、
現
在
ま
で
殘
り
續
け
た
。
士
大
夫

が
儒
學
の
枠
組
の
中
で
論
じ
た
音
樂
論
の
典
型
を
窺
え
る
、
重
要
な
史
料
で
も

あ
る
。
本
稿
の
分
析
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
、
三
つ
の
傾
向
を
以
下
に
ま
と
め
る
。

①
蔡
元
定
・
朱
熹
理
論
の
批
判
と
展
開

張
敔
は
自
ら
の
理
想
と
す
る
轉
調
法
に
基
づ
き
、
蔡
元
定
の
十
八
律
を
批
判

し
た
。
ま
た
劉
濂
は
、
五
音
と
轉
調
を
切
り
離
す
べ
き
と
考
え
、
蔡
元
定
の
六

十
調
を
批
判
し
た
。
兩
者
と
も
、
蔡
元
定
の
算
出
し
た
數
値
自
體
に
は
異
議
を

唱
え
ず
、
い
か
な
る
轉
調
が
最
善
か
と
い
う
觀
點
か
ら
、
蔡
元
定
を
批
判
し
た
。

こ
れ
に
對
し
李
文
利
は
、
黄
鐘
律
管
の
寸
法
と
、
三
分
損
益
法
そ
れ
自
體
を

批
判
し
、
新
し
く
計
算
し
直
し
た
。
そ
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
自
分
こ
そ
が
「
往

而
復
返
」
を
實
現
す
る
と
い
う
自
信
で
あ
る
。
彼
の
批
判
は
、
蔡
元
定
も
含
め
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三
分
損
益
法
に
依
據
し
た
、
從
來
の
論
者
全
體
に
對
す
る
挑
戰
と
も
な
っ
た
。

李
文
察
は
、
蔡
元
定
自
身
が
『
律
呂
新
書
』
で
は
全
く
言
及
し
な
い
『
洛
書
』

の
理
を
、
『
律
呂
新
書
』
に
讀
み
込
む
こ
と
で
、
彼
な
り
に
蔡
元
定
の
理
論
を

展
開
、
發
展
さ
せ
た
。
先
述
の
通
り
、
蔡
元
定
は
黄
鐘
に
氣
の
思
想
を
付
與
し

た
。
ま
た
朱
熹
も
「
音
律
は
た
だ
氣
が
あ
る
だ
け
」
と
述
べ
て
い
た
。
當
然
、

（
五
六
）

氣
の
背
後
に
は
理
が
存
在
す
る
が
、
李
文
察
は
蔡
元
定
の
易
學
と
樂
律
學
を
結

合
さ
せ
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
理
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
、
彼
な
り
に

説
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

②
律
と
暦
の
統
合

李
文
利
の
「
黄
鐘
三
寸
九
分
」
説
は
、
太
陽
の
進
行
に
重
な
る
消
長
の
原
理

を
背
景
と
す
る
。
彼
に
と
っ
て
、
律
暦
は
同
道
で
あ
り
、
暦
が
循
環
し
續
け
る

な
ら
ば
、
樂
律
も
一
巡
の
後
、
必
ず
黄
鐘
に
還
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
李
文
察

は
、
變
律
を
閏
に
、
轉
調
を
月
の
運
行
に
重
ね
、
や
は
り
律
と
暦
が
同
じ
よ
う

に
循
環
す
る
世
界
を
理
想
と
し
た
。
樂
律
が
、
暦
や
天
體
の
運
行
と
重
ね
ら
れ

る
た
め
に
は
、
「
往
而
不
返
」
の
状
態
で
は
不
都
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
律
と
暦

が
同
じ
理
を
も
っ
て
め
ぐ
る
「
往
而
復
返
」
の
世
界
が
志
向
さ
れ
た
。

③
今
樂
や
俗
樂
、
樂
工
の
技
術
へ
の
信
賴

張
敔
は
彼
の
考
え
る
正
し
い
轉
調
法
に
基
づ
い
た
樂
が
、
敎
坊
に
現
存
し
、

古
樂
を
留
め
て
い
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
俗
樂
を
批
判
し
樂
論
を
講
じ
た
儒
者

た
ち
を
、
「
雅
を
亂
す
」
存
在
と
見
な
し
た
。
劉
濂
は
、
聖
人
の
制
作
を
簡
易

な
も
の
と
し
、
そ
れ
が
『
詩
經
』
、
樂
律
や
樂
器
、
樂
工
の
技
の
中
に
殘
さ
れ

て
い
る
と
考
え
、
三
者
を
經
と
し
た
。
兩
者
に
共
通
す
る
の
は
、
單
に
「
今
樂

や
俗
樂
を
參
照
す
る
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
儒
者
の
議
論
よ
り
も
、
今

樂
や
俗
樂
を
擔
う
樂
工
の
技
術
を
信
賴
す
る
點
で
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
が
、
四
人
の
樂
律
論
は
、「
朱
子
學
的
樂
律
論
」

を
ど
う
變
容
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
律
呂
新
書
』
に
は
、
蔡
元
定
自
身
が
自

ら
の
象
數
易
學
（
特
に
河
洛
の
學
）
と
樂
律
學
そ
れ
ぞ
れ
の
數
理
展
開
を
、
積

極
的
に
結
び
付
け
た
形
跡
は
窺
え
な
い
。
ま
た
『
律
呂
新
書
』
は
、
氣
を
黄
鐘

を
決
定
す
る
重
要
な
要
素
と
す
る
一
方
で
、
歴
代
の
度
量
衡
制
度
に
對
す
る
研

究
を
怠
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
自
ら
の
樂
律
學
の
基
礎
付
け
を
、
完
全
に
氣

だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
度
量
衡
と
い
う
具
體
的
な
制
度
の
裏
づ
け
も
取

ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
蔡
元
定
も
朱
熹
も
、
確
か
に
俗
樂
に
目
を
向

け
る
が
、
や
は
り
あ
く
ま
で
儒
者
に
よ
る
樂
律
論
を
基
本
と
し
、
俗
樂
と
雅
樂

と
の
安
易
な
關
連
付
け
に
は
警
戒
し
て
い
た
。

（
五
七
）

本
稿
の
四
人
は
、
「
朱
子
學
的
樂
律
論
」
の
こ
う
い
っ
た
側
面
を
、
蔡
元
定

と
朱
熹
が
「
意
圖
的
に
な
し
た
こ
と
」
で
は
な
く
、
彼
ら
に
「
不
足
し
て
い
た

こ
と
」
と
認
識
し
、
四
人
な
り
の
「
朱
子
學
ら
し
さ
」
を
樂
律
に
結
合
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
象
數
易
學
と
樂
律
學
の
結
合
、
よ
り
積
極
的
に
「
聲
氣
の
元
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
、
完
全
な
聲
氣
を
う
け
た
人
聲
を
信
賴
す
る
こ
と
、
複
雜
な

雅
樂
よ
り
も
、
簡
明
な
俗
樂
に
依
據
す
る
こ
と
―
―
こ
う
い
っ
た
試
み
は
、
た

と
え
『
律
呂
新
書
』
の
本
來
の
意
圖
と
は
外
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
彼
ら
な
り

に
「
蔡
元
定
或
い
は
朱
熹
が
目
指
し
た
も
の
」
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
試
み
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
變
容
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
「
朱
子
學
的
樂
律
觀
」
は
、
朱

載
堉
に
も
共
有
さ
れ
て
い
く
。
主
役
か
ら
敢
え
て
朱
載
堉
を
外
し
た
本
稿
の
分

析
で
、
朱
載
堉
の
樂
律
觀
は
さ
ら
に
鮮
明
に
な
る
だ
ろ
う
。

朱
載
堉
は
平
均
律
の
發
明
で
「
往
而
不
返
」
の
問
題
を
技
術
的
に
解
決
し
た
。

彼
の
理
論
を
支
え
る
世
界
觀
は
、
以
下
の
點
で
本
稿
で
分
析
し
た
人
物
た
ち
と

共
通
す
る
。
ま
ず
、
朱
載
堉
も
、
樂
律
を
暦
に
密
接
に
連
關
さ
せ
、
『
河
圖
』

『
洛
書
』
の
數
に
よ
っ
て
自
然
と
展
開
さ
れ
、
一
つ
の
理
に
よ
っ
て
貫
か
れ
る
、

「
往
而
復
返
」
の
世
界
を
構
築
し
た
。
そ
し
て
こ
の
世
界
に
は
、
今
樂
や
俗
樂

（
五
八
）
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も
含
ま
れ
る
。
朱
載
堉
は
俗
樂
を
參
照
す
る
際
、
し
ば
し
ば
「
禮
が
失
わ
れ
れ

ば
こ
れ
を
野
に
求
め
る
（
禮
失
求
諸
野
）
」
と
い
う
言
を
引
く
。
し
か
も
、
禮
が

失
わ
れ
て
仕
方
な
く
「
野
」
に
出
る
の
で
は
な
い
。
「
野
」
に
あ
る
音
樂
は
古

樂
を
探
究
す
る
た
め
の
重
要
資
料
で
あ
っ
た
。

朱
載
堉
も
、
彼
の
考
え
る
「
朱
熹
の
思
想
」
に
基
づ
き
、
自
ら
の
樂
律
論
を

展
開
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
の
樂
律
論
は
實
際
に
は
、
蔡
元
定
・
朱
熹
の
理
論

と
は
大
き
な
距
離
が
あ
る
。
本
稿
で
提
示
し
た
の
は
、
明
代
樂
論
の
中
で
蔡
元

定
・
朱
熹
理
論
が
解
釋
さ
れ
る
こ
と
で
、
「
朱
子
學
的
樂
律
論
」
が
變
容
し
て

い
く
樣
相
で
あ
る
。
朱
載
堉
の
理
論
の
背
景
に
も
、
こ
う
し
た
、
變
容
し
た
「
朱

子
學
的
樂
律
論
」
が
あ
る
。
そ
し
て
朱
載
堉
自
身
も
ま
た
、
新
し
い
「
朱
子
學

的
樂
律
論
」
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

注
（
一
）
『
明
史
』
卷
六
一
、
樂
一
（
中
華
書
局
點
校
本
、
一
五
一
六
頁
）
。
本
稿
で
は
、

同
一
史
料
に
關
し
て
は
初
出
時
の
み
版
本
名
を
擧
げ
、
そ
れ
以
降
に
記
す
頁
は
す

べ
て
そ
の
版
本
に
從
う
も
の
と
す
る
。

（
二
）J

o
s
e
p
h

S
.
C
.

L
a
m

“
S
t
at

e
s
a
c
r
if

i
c
e
s

a
n
d

m
us

i
c

i
n

M
i
n
g

C
h
in

a
:

o
rt

hod
ox

y,
cr

eat
iv

ity
,

and
e
xpre

s
si

ve
n
es

s
”

,
S
t
a
t
e

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

o
f

N
e
w

Y
o
r
k

P
r
e
s
s
,

1
9
9
8

及
び
『
明
史
』
藝
文
志
。

（
三
）
朱
載
堉
は
『
樂
律
全
書
』
に
收
め
る
『
律
學
新
説
』
（
一
五
八
四
）
で
、
傳
統
的

な
樂
律
算
出
法
と
は
異
な
る
新
法
を
唱
え
、
十
二
律
の
隣
り
合
う
二
つ
の
音
律
の

弦
長
比
を
す
べ
て
１:

に
統
一
し
た
。
こ
の
新
法
の
數
理
原
則
を
「
新
法
密
率
」

と
呼
ぶ
。
い
わ
ゆ
る
十
二
平
均
律
で
あ
る
。

（
四
）
劉
濂
や
韓
邦
奇
ら
を
「
典
樂
の
職
に
與
ら
ず
、
空
言
に
託
す
る
の
み
」
と
見
な

し
た
。
（
『
明
史
』
卷
六
一
、
樂
一
、
一
五
一
六
頁
）

（
五
）
『
文
獻
通
考
』
卷
一
三
〇
、
樂
考
三
、
歴
代
樂
制
、
萬
有
文
庫
本
『
十
通
』
（
乾

隆
官
刊
本
）
、
浙
江
古
籍
出
版
社
『
十
通
文
獻
通
考
』
一
、
一
一
六
〇
頁
。

（
六
）
堀
池
信
夫
「
中
國
音
律
學
の
展
開
と
儒
敎
」
、
『
中
國
―
―
社
會
と
文
化
』
第
六

號
、
一
九
九
一
。

（
七
）
樂
制
に
つ
い
て
はLam

【1998

】
が
詳
し
い
。

（
八
）
廖
道
南
『
殿
閣
詞
林
記
』
卷
二
二
、
審
樂
、
『
四
庫
全
書
珍
本
』
九
集
、
二
七
頁

表
。

（
九
）
小
島
毅
「
嘉
靖
の
禮
制
改
革
に
つ
い
て
」
、
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
一

七
册
、
三
八
一
―
四
二
六
頁
、
一
九
九
二
。

（
一
〇

）
『
律
呂
新
書
』
卷
二
、
律
呂
證
辨
、
造
律
第
一
、
萬
暦
二
十
五
年
新
安
呉
勉
學
據

永
樂
十
三
年
刊
本
重
校
刊
新
刻
『
性
理
大
全
書
』
所
收
、

―

頁
。

二

三

（
一
一

）
候
氣
の
法
に
つ
い
て
解
釋
は
樣
々
だ
が
、
蔡
元
定
は
、
京
房
の
説
を
ふ
ま
え
、

正
し
く
制
作
さ
れ
た
律
管
に
灰
を
つ
め
て
お
く
と
、
し
か
る
べ
き
節
氣
が
到
來
し

た
と
き
に
、
そ
の
中
の
灰
が
飛
ぶ
と
考
え
た
。

（
一
二

）
兒
玉
憲
明｢

候
氣
術
に
見
え
る
氣
の
諸
觀
念｣

、
『
人
文
科
學
研
究
』
（
新
潟
大
學
）

第
八
二
輯
、
一
九
九
二
、
「
『
律
呂
新
書
』
研
究
―
「
聲
氣
之
元
」
と
「
數
」
―
」
、

同
上
第
九
五
輯
、
一
七
―
三
九
頁
、
一
九
九
八
。

（
一
三

）
堀
池
信
夫
【
一
九
九
一
】
。

（
一
四

）
『
儀
禮
經
傳
通
解
』
篇
第
目
録
、
鐘
律
第
二
二
、
上
海
古
籍
出
版
社
・
安
徽
敎
育

出
版
社
『
朱
子
全
書
』
一
、
三
七
頁
。

（
一
五

）
『
律
呂
精
義
』
、
『
明
史
』
陸
粲
傳
に
張
敔
の
名
が
見
え
る
。

（
一
六

）
本
乎
人
聲
而
得
之
也
。
其
法
、
令
歌
者
作
聲
、
取
其
最
下
一
聲
。
（
『
雅
樂
發
微
』

卷
一
、
元
聲
、
求
元
聲
法
、
四
庫
全
書
存
目
叢
書
經
一
八
二
（
中
山
圖
書
館
藏
明

嘉
靖
刻
本
）
、
四
頁
）

（
一
七

）
程
顥
は
、
律
管
を
吹
い
て
最
高
音
と
最
低
音
を
出
し
、
そ
の
眞
ん
中
の
音
高
を

中
聲
と
定
め
た
。
（
『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
六
、
中
華
書
局
標
點
『
二
程
集
』
上
、
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八
五
頁
）

（
一
八

）
以
黄
鐘
之
半
律
爲
中
聲
也
。
其
法
與
此
同
。
（
『
雅
樂
發
微
』
卷
一
、
元
聲
、
求

元
聲
法
、
四
頁
）

（
一
九

）
正
律
十
二
、
皆
有
全
有
半
、
凡
二
十
四
内
、
黄
鐘
・
林
鐘
・
南
呂
・
應
鐘
・
夷

則
五
半
律
不
用
、
正
律
用
者
十
九
。
變
律
七
、
皆
有
全
有
半
、
凡
十
四
内
黄
鐘
・

太
簇
・
姑
洗
・
應
鐘
四
全
律
及
應
鐘
一
半
律
不
用
、
變
律
用
者
九
、
共
二
十
八
律

而
已
。
用
者
還
宮
之
所
生
也
、
不
用
者
還
宮
之
所
不
及
也
。
蔡
氏
以
爲
正
律
内
夷

則
有
半
、
變
律
内
有
應
鐘
而
無
蕤
賓
。
今
以
還
宮
推
之
、
知
其
非
是
。
（
『
雅
樂
發

微
』
卷
一
、
元
聲
、
半
律
淸
聲
、
九
頁
）

（
二
〇

）
其
宮
聲
不
起
本
律
、
而
用
其
商
・
角
以
爲
宮
、
非
遷
就
苟
簡
之
制
也
。
伶
州
鳩

曰
「
樂
器
重
者
從
輕
、
細
者
從
大
、
故
琴
瑟
尚
宮
、
鐘
尚
羽
、
石
尚
角
、
匏
竹
利

制
。
」
…
使
大
均
之
宮
不
至
於
甚
大
、
細
均
之
羽
不
至
於
甚
細
。
（
『
雅
樂
發
微
』
卷

一
、
律
呂
還
宮
、
移
宮
改
調
、
一
二
頁
）

（
二
一

）
た
だ
し
、
三
分
損
益
法
に
基
づ
く
と
、
變
宮
聲
は
應
鐘
變
半
律
、
變
徴
聲
は
蕤

賓
變
半
律
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

（
二
二

）
「
虚
之
不
以
爲
宮
。
」
（
『
雅
樂
發
微
』
卷
一
、
元
聲
、
二
十
八
調
、
古
樂
起
淸
商

淸
角
、
二
三
頁
）
張
敔
は
、
こ
の
説
は
後
周
の
王
朴
の
説
に
依
據
し
た
と
い
う
。

（
二
三

）
古
樂
以
無
射
爲
黄
鐘
宮
、
黄
鐘
爲
正
宮
、
夾
鐘
爲
中
呂
宮
、
林
鐘
爲
南
呂
宮
、

夷
則
爲
仙
呂
宮
之
類
、
本
於
「
琴
瑟
尚
宮
、
鐘
尚
羽
、
匏
竹
利
制
」
之
義
。
此
伶

州
鳩
對
景
王
之
言
、
『
國
語
』
載
之
甚
詳
。
實
有
周
以
來
雅
樂
也
。
（
『
雅
樂
發
微
』

卷
六
、
古
樂
未
變
、
考
伶
州
鳩
之
言
知
古
樂
未
嘗
變
、
三
四
頁
）

（
二
四

）
『
雅
樂
發
微
』
三
四
頁
。

（
二
五

）
今
之
大
樂
猶
有
周
之
舊
、
實
未
嘗
改
也
。
何
以
知
其
然
。
今
之
樂
、
夷
則
宮
以

黄
鐘
爲
宮
、
夾
鐘
宮
以
中
呂
爲
宮
之
類
、
正
譯
所
謂
「
大
樂
乖
戾
」
者
也
。
敎
坊

者
古
制
氏
也
。
世
守
其
業
、
凡
一
絃
一
管
一
字
、
雖
國
工
、
不
敢
輕
動
。
（
『
雅
樂

發
微
』
三
四
頁
）

（
二
六

）
學
士
大
夫
之
説
、
卒
不
能
勝
工
師
之
説
、
是
樂
制
雖
曰
屢
變
而
元
未
嘗
變
也
。（
『
文

獻
通
考
』
卷
一
三
〇
、
樂
考
三
、
歴
代
樂
制
、
一
一
六
〇
頁
）

（
二
七

）
夫
今
樂
與
古
樂
、
同
者
器
也
、
律
也
。
其
不
同
者
製
詞
、
有
邪
正
敬
慢
也
。
度

曲
之
節
、
有
繁
簡
嚴
媚
濃
淡
也
。
用
其
所
同
而
去
其
所
不
同
、
使
其
詞
一
歸
於
正
、

其
曲
淡
而
不
豔
、
其
節
稀
而
不
密
、
則
古
樂
豈
外
是
哉
。
（
『
雅
樂
發
微
』
卷
六
、

古
樂
今
樂
同
異
、
古
樂
今
樂
同
器
同
律
、
特
製
辭
度
曲
不
同
、
三
二
頁
）

（
二
八

）『
律
呂
精
義
』
外
篇
卷
二
、
古
今
樂
律
雜
説
并
附
録
、
辨
李
文
利
張
敔
之
失
第
二
、

人
民
音
樂
出
版
社
點
校
本
、
八
七
二
頁
。

（
二
九

）
『
律
呂
精
義
』
（
辨
李
文
利
張
敔
之
失
第
二
、
八
七
三
―
八
八
三
頁
）
に
は
太
常

樂
譜
が
引
用
さ
れ
る
。

（
三
〇

）
黄
帝
令
伶
倫
自
大
夏
之
西
、
阮
隃
之
陰
、
取
竹
嶰
溪
之
谷
、
空
竅
厚
匀
者
、
斷

兩
節
閒
、
其
長
三
寸
九
分
而
吹
之
、
以
爲
黄
鐘
之
宮
。
（
『
呂
氏
春
秋
』
古
樂
篇
）

（
三
一

）
黄
鐘
長
三
寸
九
分
。
空
圍
九
分
、
爲
聲
氣
之
元
…
黄
鐘
之
尊
在
于
氣
淸
上
行
、

不
在
數
多
。
淸
者
數
少
、
濁
者
數
多
、
數
少
者
貴
、
數
多
者
賤
。
故
太
極
一
數
也
、

陰
陽
二
數
也
、
二
老
二
少
四
數
也
、
水
火
木
金
土
五
數
也
、
庶
事
出
庶
類
興
百
千

萬
數
也
。
（
『
律
呂
元
聲
』
卷
一
、
黄
鐘
第
一
、
四
庫
全
書
存
目
叢
書
經
一
八
二
、

浙
江
圖
書
館
藏
明
嘉
靖
十
四
年
浙
江
布
政
司
刻
本
、
六
〇
―
六
一
頁
）

（
三
二

）
子
月
一
陽
動
、
其
律
爲
黄
鐘
。
聲
極
淸
、
故
黄
鐘
之
宮
爲
正
宮
、
諸
律
之
本
也
。

由
是
漸
升
至
午
半
、
則
九
陽
既
亢
、
數
多
聲
濁
、
實
爲
正
羽
。
極
則
復
反
、
陽
氣

由
是
漸
縮
。
至
子
半
、
則
一
陽
又
生
、
數
奇
聲
淸
、
復
爲
正
宮
。
世
儒
謂
、
黄
鐘

相
生
往
而
不
返
、
不
識
黄
鐘
故
也
。（
『
律
呂
元
聲
』
卷
一
、
黄
鐘
升
陽
歸
陽
第
三
、

六
二
頁
）

（
三
三

）
律
呂
以
日
行
氣
也
。
子
左
益
六
管
、
紀
陽
之
升
、
午
右
損
六
管
、
紀
陽
之
降
。

降
極
則
復
升
、
律
呂
往
而
復
返
也
。

聖
人
因
五
行
播
於
四
時
而
制
十
干
、
因
節

氣
歴
十
二
月
而
成
歳
功
以
制
十
二
支
、
因
太
陽
行
氣
往
返
伸
縮
而
制
律
呂
損
益
之

道
也
。
律
本
於
暦
、
暦
正
於
律
、
合
律
暦
者
、
其
知
天
人
之
道
者
乎
。
（
『
律
呂
元

聲
』
卷
一
、
律
呂
紀
陽
第
五
、
六
二
頁
）

（
三
四

）
こ
う
い
っ
た
律
暦
合
一
思
想
は
京
房
や
何
承
天
な
ど
古
く
か
ら
見
ら
れ
、
李
文
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利
の
獨
創
で
は
な
い
。

（
三
五

）
『
律
呂
元
聲
』
卷
一
、
定
五
聲
生
數
次
第
第
八
、
六
四
―
六
五
頁
。

（
三
六

）
朱
載
堉
『
律
呂
精
義
』
（
外
篇
卷
二
、
辨
李
文
利
張
敔
之
失
第
二
、
八
六
四
―
八

六
八
頁
）
に
引
く
季
本
の
言
。

（
三
七

）
臣
始
讀
之
、
瞑
於
義
者
數
年
矣
。･

･
･

因
學
夏
禹
洛
書
而
悟
作
樂
之
理
悉
本
於
洛

書
也
。
『
新
書
』
雖
言
數
而
不
及
理
、
然
皆
理
中
之
數
。
（
『
律
呂
新
書
補
註
』
序
、

『
李
氏
樂
書
』
六
種
二
十
卷
所
收
、
四
庫
全
書
存
目
叢
書
、
經
一
八
三
、
經
部
樂

類
（
福
建
省
圖
書
館
藏
明
嘉
靖
刻
本
）
一
五
二
頁
）

（
三
八

）
分
寸
必
以
九
者
、
取
陽
數
之
全
而
遺
十
也
。
…
即
九
而
十
之
數
寓
焉
、
陰
不
與

陽
對
耳
。
九
也
者
、
陽
之
純
也
。
陽
純
則
陰
化
、
化
則
兼
、
兼
則
中
、
中
則
和
。

樂
取
其
和
、
故
遺
十
也
。
有
十
則
陰
與
陽
對
、
對
則
二
、
二
則
雜
而
不
純
矣
。
『
洛

書
』
之
數
、
有
九
無
十
、
正
此
意
也
。
聖
人
取
『
洛
書
』
無
對
之
數
以
作
樂
。（
『
律

呂
新
書
補
註
』
、
律
呂
本
原
、
黄
鐘
第
一
、
一
五
三
頁
）

（
三
九

）
「
十
に
依
拠
し
て
九
を
取
る
」
は
十
進
法
を
、
「
十
を
分
割
し
て
九
と
す
る
」
は

九
進
法
を
蔡
元
定
が
と
っ
た
理
由
で
あ
る
。
「
圓
出
於
方
」
は
『
周
髀
算
經
』
卷
上

に
、
「
數
之
法
出
於
圓
方
、
圓
出
於
方
、
方
出
於
矩
、
矩
出
於
九
九
八
十
一
」
と
あ

り
、
ま
た
「
圓
行
乎
方
」
は
『
梁
書
』
張
充
傳
に
「
圓
行
方
止
器
之
異
也
、
金
剛

水
柔
性
之
別
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
邵
雍
は
『
河
圖
』
を
圓
、
『
洛
書
』
を
方
と
み

な
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
蔡
元
定
は
『
河
圖
』
の
數
を
十
、
『
洛
書
』
の
數
を
九
と

し
た
。
李
文
察
は
、
圓
も
方
も
、
十
も
九
も
、
『
洛
書
』
に
内
在
す
る
と
捉
え
る
。

（
四
〇

）
亦
於
『
洛
書
』
乎
據
之
矣
。「
即
十
而
取
九
」
者
、
即
『
洛
書
』
之
「
圓
出
於
方
」

也
。
「
約
十
而
爲
九
」
、
即
『
洛
書
』
之
「
圓
行
乎
方
」
也
。
惟
圓
者
居
正
、
方
者

居
隅
。
此
『
洛
書
』
、
陰
未
嘗
無
、
特
陽
尊
而
陰
卑
耳
。
惟
體
以
定
中
聲
、
用
以
生

十
一
律
。
此
黄
鐘
之
陰
未
嘗
無
、
特
陽
純
而
陰
化
耳
。
（
『
律
呂
新
書
補
註
』
、
律
呂

本
原
、
黄
鐘
之
實
第
二
、
一
五
五
頁
）

（
四
一

）
樂
之
有
變
律
、
猶
暦
之
有
閏
。
月
置
閏
之
法
、
因
月
行
遲
而
不
爲
氣
盈
朔
虚
、

則
七
政
終
於
不
齊
。
變
律
之
設
、
因
管
漸
短
而
不
爲
變
律
・
半
聲
、
則
五
音
終
於

不
和
。
（
『
律
呂
新
書
補
註
』
、
律
呂
本
原
、
變
律
第
五
、
一
五
九
頁
。

（
四
二

）
月
西
行
、
作
晦
爲
一
月
。
宮
西
轉
、
作
羽
爲
一
曲
。
晦
盡
起
朔
、
曲
終
起
調
。（
『
律

呂
新
書
補
註
』
、
律
呂
本
原
、
六
十
調
圖
第
九
、
一
六
八
頁
）

（
四
三

）
李
文
察
は
、
「
候
氣
の
法
」
に
關
し
て
、
人
の
心
を
穩
や
か
に
保
ち
、
そ
の
心
の

氣
を
う
か
が
う
こ
と
で
、
黄
鐘
を
定
め
ら
れ
る
と
述
べ
る
。
（
『
律
呂
新
書
補
註
』
、

律
呂
本
原
、
候
氣
第
十
、
一
六
九
頁
）

（
四
四

）
『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
七
、
經
部
七
、
易
類
存
目
一
、
『
易
象
解
』
改
題
。

（
四
五

）「
六
經
は
樂
經
を
缺
く
と
い
う
論
は
、
古
今
を
問
わ
ず
存
在
す
る
。
私
が
思
う
に
、

樂
經
は
缺
け
て
お
ら
ず
、
三
百
篇
が
樂
經
で
あ
る
。
」
（
六
經
缺
樂
經
、
古
今
有
是

論
矣
。
豫
謂
樂
經
不
缺
、
三
百
篇
者
、
樂
經
也
。
）
（
『
樂
經
元
義
』
自
序
、
四
庫
全

書
存
目
叢
書
經
一
八
三
（
天
津
圖
書
館
藏
明
嘉
靖
刻
本
）
、
二
〇
八
頁
）
劉
濂
は
『
詩

經
』
を
尊
重
す
る
一
方
、
『
禮
記
』
樂
記
と
『
周
禮
』
大
司
樂
を
否
定
的
に
評
價
す

る
。

（
四
六

）
樂
之
道
與
他
書
不
同
。
有
以
文
義
存
者
、
器
數
存
者
、
聲
調
譜
奏
存
者
。
文
義

存
者
、
詩
章
是
也
。
器
數
存
者
六
律
八
音
是
也
。
聲
調
譜
奏
存
者
、
工
師
以
神
意

相
授
受
是
也
。
（
『
樂
經
元
義
』
自
序
、
二
〇
八
―
二
〇
九
頁
）

（
四
七

）
『
樂
經
元
義
』
自
序
、
二
〇
八
―
二
〇
九
頁
。

（
四
八

）
古
樂
極
簡
淡
、
俗
樂
極
繁
豔
。
皆
五
音
六
律
之
所
生
也
。
若
論
制
作
之
法
、
簡

淡
者
常
易
、
繁
豔
者
常
難
。
…
蓋
掌
俗
樂
者
、
多
師
工
伎
人
、
雖
不
識
律
呂
而
識

絲
竹
歌
聲
。
得
絲
竹
歌
聲
、
得
律
呂
矣
。
掌
雅
樂
者
、
多
儒
臣
宿
學
、
不
識
絲
竹

歌
聲
而
能
言
律
呂
。
雖
得
律
呂
、
未
必
協
絲
竹
歌
聲
、
況
不
得
律
呂
乎
。
是
以
簡

淡
者
反
難
、
繁
豔
者
反
易
。
以
神
意
相
授
受
者
、
以
漸
而
美
、
以
議
論
相
高
者
、

以
漸
而
謬
。
（
『
樂
經
元
義
』
卷
一
、
律
呂
篇
、
律
意
、
二
二
四
頁
）

（
四
九

）
至
於
律
呂
之
法
、
古
聖
人
本
人
聲
淸
濁
之
形
、
故
吹
律
以
定
其
樂
聲
之
中
、
使

鐘
磬
管
諸
音
與
人
歌
協
和
而
不
奪
倫
者
、
律
呂
之
能
也
。
以
累
黍
容
黍
爲
黄
鐘
、

三
分
其
一
以
損
益
之
、
十
二
變
復
歸
黄
鐘
本
數
、
其
法
亦
甚
簡
矣
。（
『
樂
經
元
義
』

自
序
、
二
〇
九
頁
）



- 170 -

中国学の新局面

（
五
〇

）
『
樂
經
元
義
』
自
序
、
二
〇
九
頁
。

（
五
一

）
惟
人
稟
中
和
之
性
、
而
備
聲
氣
之
全
。
古
人
制
五
音
、
必
本
之
人
聲
、
又
必
以

中
原
之
人
爲
準
。
宮
本
喉
、
商
本
牙
、
角
本
舌
、
徴
本
齒
、
羽
本
唇
、
此
五
音
之

原
也
。
（
『
樂
經
元
義
』
卷
一
、
律
呂
篇
、
五
音
、
二
一
五
頁
）

（
五
二

）
五
音
之
出
皆
本
於
喉
、
四
者
待
喉
而
有
聲
。
無
喉
焉
、
四
者
無
聲
矣
。
無
四
者
、

喉
能
自
爲
聲
。
宮
者
元
聲
之
所
出
也
。
喉
會
於
牙
爲
商
、
喉
會
於
舌
爲
角
、
喉
會

於
齒
爲
徴
、
喉
會
於
唇
爲
羽
。
（
『
樂
經
元
義
』
卷
一
、
律
呂
篇
、
五
音
、
二
一
五

―
二
一
六
頁
）

（
五
三

）
五
音
不
可
以
爲
調
、
至
六
律
始
有
調
。
一
律
爲
主
而
衆
律
從
之
。
如
聽
調
然
、

故
謂
之
調
。
如
以
黄
鐘
爲
宮
、
則
太
簇
・
姑
洗
・
林
鐘
・
南
呂
以
次
相
從
、
此
宮

音
黄
鐘
調
也
。
…
若
五
音
止
於
五
耳
、
何
能
爲
調
也
。
愚
定
調
必
先
審
五
音
、
次

定
十
二
律
、
次
四
淸
、
然
後
用
旋
宮
之
法
衍
爲
六
大
調
。
樂
調
之
説
盡
於
此
矣
。（
『
樂

經
元
義
』
卷
一
、
律
呂
篇
、
樂
調
、
二
一
八
頁
）

（
五
四

）
『
樂
經
元
義
』
卷
一
、
律
呂
篇
、
樂
章
、
二
二
〇
頁
。
し
か
し
先
述
の
如
く
、
蔡

元
定
の
必
要
と
す
る
律
は
十
八
律
だ
け
で
あ
る
。

（
五
五

）
朱
載
堉
は
、
劉
濂
が
切
韻
を
五
音
に
當
て
は
め
作
曲
し
た
點
を
批
判
す
る
。
切

韻
の
五
音
は
、
樂
の
五
音
の
名
を
借
り
た
に
過
ぎ
ず
、
樂
の
五
音
は
一
定
で
な
い

（
宮
に
黄
鐘
が
當
た
る
こ
と
も
、
蕤
賓
が
當
た
る
こ
と
も
あ
る
）
の
に
對
し
、
切

韻
の
五
音
は
一
定
で
あ
る
か
ら
、
兩
者
は
本
質
的
に
異
な
る
と
考
え
た
。
（
『
律
呂

精
義
』
外
篇
卷
三
、
古
今
樂
律
雜
説
并
附
録
、
辨
李
文
察
劉
濂
之
失
第
三
、
九
〇

九
頁
）

（
五
六

）
音
律
只
有
氣
。
（
『
朱
子
語
類
』
卷
九
二
、
樂
、
中
華
書
局
點
校
本
、
二
三
四
八

頁
）

（
五
七

）
蔡
元
定
・
朱
熹
の
樂
律
論
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
五
八

）
田
中
有
紀
「
朱
載
堉
の
黄
鐘
論
「
同
律
度
量
衡
」

―
―
累
黍
の
法
と
九
進
法
、

十
進
法
の
竝
存
」
、
『
中
國
哲
學
研
究
』
第
二
五
號
、
六
六
―
一
〇
五
頁
。

※
本
研
究
は
平
成
二
三
年
度
科
學
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奬
勵
費
）
課
題
番
號

二
三
・
四
三
七
九
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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